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令和５年４月 21 日から 23 日にかけて、
宮崎県宮崎市において、「G ７宮崎農業大
臣会合」が開催されました。本会合におい
ては、今後の農業・食料政策の方向性等が
検討される中、会場フロアでは、国内の農
林水産業の魅力を発信すべく、35 のブー
スが設置されました。当グループは、所管
品目である繭・生糸及びいぐさ・畳表に関
連し、国産畳表を用いた和室の設置と、純
国産絹製品の展示を行い、各国の関係者へ
向けて「和の文化」の魅力を発信しました。

展示ブースでは、実際に和室に腰掛けて
心地よい畳の香りを体感していただくとと
もに、ミニ畳やまゆ人形を配布し実際に触
れていただくことで、畳や絹製品をより身
近に感じ、来場者の記憶に残る展示となる
よう考案しました。

今回の展示にご協力いただいた宮崎県綾
町の「綾の手紬染織工房」は、日本の在来
品種である小石丸を飼育し、養蚕から製糸、
染色、機織りまでを一貫して手作業で行う
など、独自の技術により、高品質な純国産
絹製品を製作されています。着物・反物の
他、養蚕の様子がわかる書籍や、小石丸の
繭や生糸、「藍染め」、「貝紫染め」を施し
た絹糸も展示し、養蚕から着物になるまで
のすべての過程をご来場者の方々にご覧い
ただくことで、改めて日本の養蚕業を知っ
ていただくことができました。

また、和室の畳は、いぐさ・畳表の生産
量日本一である熊本県産のいぐさ・畳表を
用いており、実際に座って畳の手触りを感
じていただくことで、優良品種のいぐさを
用いて高度な製織技術により織られた畳表
の魅力を知っていただきました。

今回の展示をとおして、海外においても
「和の文化は美しい」と感じていただける
ことを実感し、改めて、日本文化の象徴と
なる伝統産業を継承していかなければなら
ないと感じました。当グループでは、古く
から日本人の生活や文化を支えてきた伝統
的な品目を多数所管しておりますので、今
後も、更なる伝統産業の発展に向けて努め
ていきたいと考えております。

G7 宮崎農業大臣会合
「畳と絹で伝える和文化の魅力」をテーマに和室及び着物を各国へ PR

農林水産省農産局果樹・茶グループ

会場風景
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「江戸で養蚕の会」

　　　江戸で養蚕の会

　　　株式会社 龍工房
代表取締役　福田　隆

「江戸で養蚕の会」は、日本の中心地であ

る江戸日本橋で養蚕に関する幅広い体験教

育を実施することで養蚕文化を発信し、日

本の絹産業への興味の喚起、復興への基盤

づくりをすることに寄与することを目的に、

中央区日本橋の地で、祖父の時代（明治）

より５代 135 年に渡り、江戸組紐伝統技術

を継承する職人集団である株式会社龍工房

が中心となり組織されています。組紐は、

呉服の和装小物となる帯締 ･ 羽織紐として

絹糸を材料として製造いたしますが、龍工

房では、純国産絹糸を逸品物や高級品の材

料とともに値頃の無地組紐にも使用し、消

費者への普及活動も取り組んでまいりまし

た。まずは、純国産絹糸を知っていただく

ことが生産への第一歩となると考え、10 年

前より日本各地の百貨店を中心に開催され

た宝絹展で、アピール活動 ･ 純国産糸組紐

体験会に参加してまいりました。

自身も東京都伝統工芸士（東京マイスタ

ー ･「現代の名工」･ 令和 5 年度黄綬褒章）

として、伝統技術の普及活動と同時に純国

産絹糸のアピールは責務だと考えておりま

す。６年前より小学生 ･ 中学生 ･ 大学での

伝統工芸の授業の依頼を数多く受け講話を

させていただいております。未来に向けて、

特に小学生を中心として「目の輝く未来あ

る子供達」に日本の絹の文化 ･ 養蚕につい

ての語りは幼少期に知識 ･ 意識を高めてい

く大事なことと思います。

「江戸で養蚕の会」は、緑が少なく高層ビ

ルが建ち並ぶお江戸日本橋だからこそ東京

都中央区内の 16 小学校の校庭を利用させ

ていただき桑の木を「植栽」することから

はじめ桑の葉を育て養蚕から絹糸 ･ 組紐の

製作体験まで通して認知と普及を目指した

桑の植樹



いと思っております。令和 5 年４月からの

事業として中央区役所の後援と中央区文化

･ 国際交流振興協会のサポート、（一財）大

日本蚕糸会からのご協力を支えとして、一

連の活動の様子を中央区の全小学校と父兄

達へ YouTube で配信し、認知度を高め、こ

の活動が都内 23 区に普及していくことを

視野に入れた活動をしていきたいと思って

おります。実施の概要といたしましては、

日本橋小学校で５月中旬より半年間の授業

として３年生全生徒と取り組んでまいりま

す。①桑苗木を校庭の高台と施設４階屋上

の農園畑に植樹します。②６月に卵から掃

立１齢～ 5 齢（カイコ）と育つ過程を学び

ます。③繭になるまでの一生をエサ（桑）

を与えながらの観察をします。④秋には繭

から製糸 ･ 練糸・染織をして組紐の材料と

なる糸づくりを弊社工房にて。染織は小学

生の手で落葉拾いした草木で染を行い、江

戸組紐を組み上げます。⑤この全体の様子

は YouTube と記録の画像を発表していきま

す。特に 11 月から 1 月までに小学校行事

活動の発表の場を設け、中央区区民・都内

に周知する場面を考えております。この活

動を通じて養蚕の知識と絹糸の美しさ ･ 素

晴らしさを多くの方々への理解に繋がれば

と願っております。最後に、この江戸で養

蚕の会に関わっていただいております皆々

様方に御礼と感謝の念でいっぱいでござい

ます。

植樹に集まった児童達
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研究・技術情報

　

シルクの品質と品種を科学的に知るために

国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構
　高度分析研究センター

梶原英之

はじめに
日本でせっかく開発された高級イチゴや

ブドウの品種が、海外に持ち出され、安い

値段で逆輸入されているという報道を耳に

したことがあるかもしれません。イチゴな

どには遺伝子が残されていますので、それ

を最新の遺伝子検査技術で調べればどの品

種かわかります。しかし、絹の場合はどう

でしょうか。絹は遺伝子検査をしたくても

DNA は全く残されていません。絹はフィブ

ロインというタンパク質でできています。

それを分析することによって、品種を知る

技術を開発しましたので紹介します１）。

絹タンパク質について
カイコはセリシンとフィブロインからな

る糸を吐いて繭を作ります。繭は品種によ

って様々な形をしています（図１）。中に

は黄色やオレンジなどの色がついているも

のもあります。専門家ならば、繭を見ただ

けでどの品種かわかるかもしれません。し

かし、糸になってしまうと確信を持って言

えるでしょうか。

繭はお湯の中で煮て糸をとります。いわ

ゆる煮繭です。これを束ねたものが一般に

流通します。煮繭で一部のセリシンは失わ

れますが、大部分はフィブロインを覆うよ

うな形になります。目的に応じて糸を精錬

します。炭酸ナトリウムで処理すると、さ

らにセリシンが一部除去されたものができ

ます。手でさわるとまだ少しごわごわした

感じです。さらにマルセル石鹸を使って完

全にセリシンを取り去るとフィブロインだ

けになります。このフィブロインがシルク

として着物などに使われます。

セリシンもフィブロインも実はタンパク

図１　さまざまな色や形をした繭
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質です。セリシンは水に溶けますが、フィ

ブロインは全く溶けません。だから、繊維

として使われるのですが、いざ分析する段

になると水に溶けないという性質は非常に

困りものです。そこで、酸を使って部分的

に断片化する方法を開発しました１）。絹は

もともとアルカリ性には強いが酸には弱い

ということをご存知の方も多いでしょう。

間違ってもシルクを酸性洗剤で洗うのは

NG です。その酸を使って分析できる形に

しました。

使用した方法は断片化した絹タンパク質

を質量分析で測定するというものです。こ

れはノーベル賞を受賞された田中博士が開

発された方法の応用です。遺伝子検査より

もずっと早く安くできるということで、既

に感染症の臨床検査に使われています（図

２）。病原菌が持つ遺伝子はそれぞれ違い

ますから、遺伝子に基づいて作られるタン

パク質も当然違います。もし、絹をコード

する遺伝子が違えば、それに基づいて作ら

れる絹タンパク質のセリシンやフィブロイ

ンも違うはずです。

きっかけ
絹タンパク質が質量分析で簡単にピーク

として検出できるということがわかったの

は全くの偶然です。カイコに寄生する病原

菌を調べるために、感染症診断で使われる

方法を試していました。その時、少し場所

が余ったので黄色い繭も一緒に分析してみ

ました。繭の色に関係する成分がピークと

して出ればと思っていましたが、全く違う

ところにピークが出てきました。どうもこ

れはタンパク質で酸によって部分分解した

ものだということがわかりました。さらに

調べてみると、先ほど述べた生繭を煮繭し

シルクにする精練過程で変化することや品

種間差が見られるということもわかりまし

た（図 3）。これを使えば、品質のチェッ

図２　質量分析で繭やシルクの品質や品種を調べる方法の概略
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クや国産と外国産の判別ができるかもしれ

ないと考えました。

さらに興味深かったのは、古いものと新

しいものを比較するとピークが少しずつ変

化していたことです（図 4）。既に述べた

ように、絹はフィブロインなどのタンパク

質で作られています。タンパク質は時間が

経つと空気中の酸素によって酸化されるこ

とがわかっています。つまり、酸素がフィ

ブロインの一部に結合した分だけピークが

重い方に動いたというわけです。絹織物は

脱酸素剤と一緒に保存すべきという理由は

ここにあります。裏を返せば、その絹がい

つ作られたものかわかる可能性があるとい

うことです。それには酸化過程を詳しく調

べる必要があります。生繭、煮繭、さらに

はシルクになった状態では酸化のされ具合

も違います。正確に何年前のものというこ

とを知るにはさらなる研究が必要です。

データベース
水に溶けないので解析不能とされてい

た絹ですが、実は簡単な方法で突破口が開

けてきました。品種を知るにはどうしたら

良いでしょうか。既に品種がわかっている

ものを片っ端から調べてデータベースを作

り、それと比べればできます。農研機構に

は遺伝資源として収集維持している品種が

沢山ありますし、九州大学にはカイコ遺伝

学で使われた突然変異体があります。また、

（一財）大日本蚕糸会や群馬県蚕糸技術セ

ンターには実用品種がストックされていま

す。それらを集めて、生繭からシルクにな

るまでの 5 段階の精練過程の絹を調べまし

た。一方で、分析法の改良もしました。そ

れらの分析データを一か所に集めてデータ

図３　質量分析で見られた品種間差

図４　新しい絹と古い絹でのピークの違い
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ベースを作ったところです。まだ整理しき

れていませんが、300 品種くらいは網羅で

きていると思います。野外採集した 20 種

類ほどの繭を作る蛾や蜂も調べてありま

す。ただ、残念なのは正確な品種名がわか

る外国の実用品種の繭を入手できなかった

ことです。データベースを使えば最高品質

の国産シルクを科学的に認証できると期待

しています。

言い忘れましたが、ここで紹介した方法

の良いところは 5-10 分程度で分析が終わ

ることです。質量分析装置は高価ですが、

臨床検査室にはあります。プログラムを組

めば自動で分析しコンピュータ検索もして

くれます。1mm 角の絹で分析できますの

で、試薬だけなら 1 円もかかっていないと

思います。

将来に向けて
絹でもまだまだ調べることは沢山残って

います。既に幾つかあげましたが、外国産

の品種を調べたいと思っていますし、時間

が経つとどうシルクが変化するのか詳しく

知りたいと思います。もし、フィブロイン

で酸化する特定のアミノ酸がわかれば、ゲ

ノム編集を使って酸化しないものに変える

ことができるはずです。ずっと新しいまま

のシルクが作れるかもしれません。

（一財）大日本蚕糸会からの研究助成は

終わりましたが、この方法は別の方向にも

発展しつつあります。獣毛、羽毛、角、皮

革などにもこの方法が応用できることがわ

かってきました２）。羊毛についてはここで

述べた方法とは違いますが、国際標準規格

（ISO）によってどのように検査するのかが

決まっています。絹についてもそのような

日本発の ISO 規格ができれば、国産絹の地

位向上につながるのではないでしょうか。

感染症のうち細菌によるものは今まで述べ

た質量分析法で診断できますが、色々な理

由からウイルスはできませんでした。この

改良法はウイルスにも適用できました。カ

イコに感染するウイルスも含みます。絹タ

ンパク質とともに、動物性繊維、さらにウ

イルス診断に向けた研究をする方策を模索

しています。

文献：
１）特開 2021-192020 絹糸虫由来の絹の由来種、
　　品種及び／又は品質を同定する方法及びシステム .
２）特開 2022-174882 動物性素材の由来種、品種及び／
　　又は品質を試験する方法及びシステム .



はじめに
ブラジルでは 1970 年代後半まで、日本

から進出した企業も含め 10 数社の製糸会
社が操業していた。しかし 1980 年代から
徐々に撤退していき、2010 年にはブラタ
ク製糸株式会社（以下ブラタク）一社を残
すのみとなった。ブラタクは製糸部門だけ
でなく、蚕種製造からはじまり、近年では
直営農場における繭生産にも力を入れてい
る。今回このような機会をいただいたので、
ブラタクの原料部を担当する者のひとりと
してブラジルの養蚕について紹介させてい
ただきたい。
ブラジル養蚕業の規模と分布

ブラジルの養蚕農家はサンパウロ州、パラ
ナ州およびマットグロッソドスル州の 3 州
に分布している。（図 1）これはブラタクの
前身ブラジル拓殖組合の入植地がサンパウロ
州バストス市であった為であり、その後近隣
州へと広がっていった。現在の養蚕の中心は
パラナ州であり、全繭生産量の 85％を占め
ている。養蚕農家は全国で 2,000 軒弱、繭
生産量はブラジル全体で約 3,000t で推移し
ていたが、2019 年以降低下し、2021 年蚕
期では 1,700 ｔとなった。霜害、干ばつ等
の天候不順やその他の原因による蚕作被害、
農村から都市への人口移動、後継ぎ問題等複

数の原因によって養蚕農家は減少している。
上記 3 州は温暖な気候であり、冬に桑が

落葉しないので原理的には一年中養蚕が可
能だが、夜間平均最低気温が 15℃以下と
なる 6 月下旬から 8 月上旬まで飼育は行わ
れない。それを除いた約 10 ヶ月が蚕期と
なり、農家は４～ 5 週間のサイクルで飼育
を行うため、1 年の飼育回数は平均 8 回、
多い場合で 10 回になる。農家の規模は、
1 回に 15 箱（1 箱 33,000 粒）を飼育する
ブラタク直営農場から、1 箱のみ飼育して
他の作物と兼業する農家まで様々である。
ブラジル養蚕業の概要、蚕種から繭買いまで

農 家 で 飼 育 さ れ る カ イ コ に は、1970
年代に日本から持ち込まれた系統が現在

ブラタク製糸株式会社

水野俊介

「ブラジル養蚕の現状」

図 1　ブラジル南東部におけるブラタク社施設の配置

海外情報
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でも使用さている。単繭重 2.0g、繭層歩
合 23％、繭糸繊度 2.8 デニール、繭糸長
1,200m 程度である。真夏の日中は 40℃を
超えるブラジルでの飼育環境に１品種で対
応するために、余裕を持たせた形質である。

このカイコの卵、つまり蚕種は春と秋の
年 2 期製造される。冷蔵保護した後、冷蔵
浸酸種および人工越冬種として使用するこ
とで、ブラジルの長い蚕期に対応している。
蚕種には人工ふ化処理が施された後、4 箇
所ある自社運営の稚蚕共同飼育所に送ら
れ、桑葉育で 2 齢まで飼育された後、3 齢
で農家に配蚕される。

前述のとおり養蚕農家は 3 州に散在する
ので、農家の多い地域に荷受け所を配置し、
ブラタクの指導員を配属して農家の指導及
び配蚕の日程調整等を行っている。繭買い
も各荷受け所で行われ、各農家の繭調査成
績に従い現金が支払われる。
ブラジル養蚕業の特徴

ブラジル蚕糸業の形成には日本からの移
民が大きな役割を担ったため、その養蚕技
術の多くは日本から導入された。だがブラ
ジルの気候風土など現地の事情に合わせて

変化した物もある。
その一つが桑園管理である。株下げをト

ラクターの芝刈り機によって行い、地面す
れすれの根刈り仕立てとする。（図 2）この
乱暴にも見える扱いによってか、ブラジル
の桑園は約 10 年のサイクルで改植を繰り
返すことになる。改植も簡素化されており、
古条を約 30cm に裁断したものを耕した土
地に挿し木していくだけで、接ぎ木等の育
苗は行われない。その代わり活着率に優れ
たタイ国由来の桑品種等が採用されている。

もう一つが上蔟作業である。組み立てた
ボール紙回転蔟を飼育蚕座に直接乗せる自
然上蔟が採用されており、条払いを行う農
家は存在しない。上蔟室も無いので、蔟は
蚕座の上に吊り下げられる。現在では蔟の
昇降を電動化するなど、2010 年代以降機
械化が進められている。（図 3）
結び

ブラジルの養蚕は主に日本の技術を導入
して発展してきた。現在はブラジルの環境
に適応し、機械化など省力化に力を入れて
いる。今後も省力化と繭質を両立させてい
く必要があるだろう。

図２　株下げされた桑園の様子 図３　電動化された自然上簇作業
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はじめに
2014（平成 26）年に「富岡製糸場と絹

産業遺産群」がユネスコの世界文化遺産に
登録されましたが、富岡製糸場世界遺産伝
道師協会（以下 ｢ 伝道師協会 ｣）は 2004 年
の結成当初より世界遺産登録を目指した県
民運動の最前線で活動を積み重ね、世界遺
産登録以後も継続した活動を行っています。

活動開始から世界遺産候補まで
2003（平成 15）年 8 月、群馬県知事が

富岡製糸場を世界遺産にする研究プロジェ
クトを発表しました。世界遺産登録までに
は長い道のりが予想される中、県では県民
参加型の登録推進を目指して翌年 7 月に富
岡製糸場世界遺産伝道師養成講座を開催し
ました。翌 8 月に講座修了生が伝道師協会
を設立し、県民による世界遺産登録運動の
先駆けとなる活動を開始しました。（初年
度会員数は 115 名）

結成当初はまさに “零” からのスタート
で「世界遺産になりっこない！」との声や
県民の認識が低い中での活動となりました
が、2007 年 1 月に 10 資産で構成する「富
岡製糸場と絹産業遺産群～日本産業革命の
原点～」の世界遺産が暫定リスト入りした
ことで、県民の意識転換の契機となり活動

の追い風となりました。
これを機に、伝道師協会ではきめ細やか

な活動展開に必要な組織体制を整え、県内
各地での世界遺産登録運動を急速に拡大・
浸透を図りました。

各伝道師は自分が暮らす地域でＰＲ活動
の場を開拓し、地域イベントに積極的に進
出するなど広範な活動やブログによる情報
発信も始めます。また、首都圏をはじめと
する観光ＰＲを兼ねた活動に加え、構成資
産のある地元市民団体等と連携した『シル
クカントリーぐんま連絡協議会』を設立し、
同協議会主催によるイオンモール高崎での

「シルクカントリーぐんま世界遺産キャン
ペーン」も毎年の定期イベントとして実施
しました。

「富岡製糸場世界遺産伝道師協会の紹介」

富岡製糸場世界遺産伝道師協会

副会長　笠原　実

　　　【シルクカントリーぐんま
　　　　　　世界遺産キャンペーンでの活動風景】
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一方、世界遺産候補に向けた公的機関に
よる作業は進み、｢ 富岡製糸場と絹産業遺
産群」の構成資産は精選の結果、富岡製糸
場・田島弥平旧宅・高山社跡・荒船風穴の
4 資産により確定しました。

いざ、世界遺産登録へ！
2012（平成 24）年 7 月に ｢ 富岡製糸場と

絹産業遺産群」が世界遺産候補に決定し、加
えて、『ぐんま絹遺産』の活用により、地域に
根ざした絹遺産を伝える活動も展開します。

この頃より活動は盛況を極め ､ 会員 266
名による年間活動回数は 300 回（活動延
べ人数は約 1,500 人以上）を超えるなど ､
ほぼ年中無休での活動となりました。

2014 年 6 月にカタール国ドーハで開催
の世界遺産委員会で念願の世界遺産登録が
決定し、12 月には富岡製糸場の主要建物
３棟が国宝に指定されました。

世界遺産効果はすさまじく、富岡製糸場
の入場者数は登録前年度の約 31 万人から
登録年度は約 133 万人と驚異的な増加を
招きましたが、世界遺産登録に沸く “お祝
いムード” の中でも伝道師協会は対話によ
る地道な活動を継続し ､ この年の普及啓発
活動数は 331 回に及びました。

絹文化を伝える
世界遺産登録の翌年には伝道師協会のこ

れまでの活動が認められ、「サントリー地域
文化賞」をはじめ各種の表彰を受けました ｡

また、この年創設の『日本遺産』に「かか
あ天下―ぐんまの絹物語―」が認定されたこ
とで ､『世界遺産』・『ぐんま絹遺産』・『日本

遺産』からなる絹遺産の伝承体系が揃います。
県内での所謂 “世界遺産ブーム” が徐々

に落ち着きを取り戻す中、伝道師協会では
世界遺産としての価値を伝える活動に加
え、調査研究活動も進めました。2017（平
成 29）年に県内各地に残る「蚕神」に関
連した総合調査を実施し、その成果は 300
頁となる報告書『群馬の蚕神』にまとめ、
発行しました。

2020 年からは新型コロナウィルスの感
染拡大によるイベント活動の中止など大き
な影響を受けながらも活動再開への模索が
続きましたが、講話や座繰り体験など通し
て絹文化を伝える「学校キャラバン」は訪
問校の意向を踏まえつつ可能な範囲で実施
しました。

新型コロナ禍で自粛した社会活動が徐々
に復活する時期を迎え、伝道師協会の活動
は世界遺産登録で終わることなく、会員の
更なる研鑽を深めつつ “絹文化” の価値や
意義を伝える活動を継続しています。

【富岡製糸場世界遺産伝道師協会ブログ】
　 https://blog.goo.ne.jp/whtomioka

【学校キャラバンでの座繰り体験指導】



蚕糸偉人の足跡を訪ねる

はじめに
わが国一の生糸生産量を誇った製糸企

業、片倉製糸の今井五介（安政 6 年（1859）
－昭和 21 年（1946）, 写真 1）は、大正
期に蚕の一代交雑種の普及に尽力するとと
もに、製糸においては繰糸機の革命ともい
うべき、多条繰糸機を開発・普及させまし
た。そして、戦前、五介は自動繰糸機の開
発を強力に進め、それが礎となって戦後、
プリンス自動車、ニッサン、恵南、郡是ら
によって自動繰糸機が実用化されるように
なります。五介は時代の節々で、業界の進
む道を方向付ける大きな仕事を成し遂げた
のです。

また、蚕糸技術の開発の他に経営者・指
導者としての力をいかんなく発揮し、経済
界や地域の発展に力を惜しまなかった人で
もありました。

1. 今井五介の青年期
五 介 は、 安 政 6 年 (1859）11 月 15 日

に諏訪郡川岸村の片倉市助の三男として誕
生しました。その年は奇しくも横浜港が開
港し、欧州に生糸が輸出され始めた年でし
た。兄弟は長兄に初代片倉兼太郎、次兄に
光
み つ じ

治、そして五介、弟に佐
さ い ち

一（二代片倉兼
太郎）の 4 兄弟で、この 4 人と従兄弟らの

結束が、片倉家の発展の原動力となりまし
た。父市助は、明治 6 年（1873）に自宅
前の小屋で 10 人挽きの座

ざ ぐ

繰り製糸を始め、
それを継いだ兼太郎が明治 11 年（1878）
に 32 人繰り諏訪式繰糸機（座

ざ そ う き

繰機）によ
る垣

か い と

外製糸場を創設しました。五介は、明
治 10 年、18 歳の時に諏訪郡平野村（現岡
谷市）の今井太郎家の養子となり、今井姓
を継ぐのでした。

五介は、明治 18 年（1895）、27 歳の時
に東京本郷の原要義塾（文京区本郷）へ遊
学し、明治 19 年 6 月、28 歳の時に農商
務省農務局蚕病試験場（後の東京高等蚕糸

第５回「今井五介」

 岡谷蚕糸博物館　－シルクファクトおかや－

館長　髙林千幸

写真 1　晩年の今井五介

シルクレポート  2023.712



学校）に入学、同年 8 月に蚕の微粒子病検
査法を取得します。この蚕病試験場で学ん
だことが、後に述べる蚕の一代交雑種を普
及させる大きな原動力になったものと思料
されます。

そして、同 19 年 10 月 30 日に横浜港を
出航し、約 3 年 9 ヶ月の間、米国（サンフ
ランシスコ、シアトル等）に滞在し見聞を
広めました（今井五介翁傳 ,1949）。

2. 松本片倉清水製絲場へ
片倉製糸は、明治 23 年（1890）6 月、

岡谷から松本に進出し、「松本片倉清水製
絲場」を設立しました。五介は、米国シア
トルで父市助の病気の報を受け、明治 23
年 8 月に帰国し、9 月に松本片倉清水製絲
場の工場長に就任します。この時、五介は
32 歳でした。

彼は、米国からの帰朝後、モンペに似た
雪袴を着けて、職員に交じって労務を行い、
自ら仕事の先達となって働きました。その
製絲場は当初 48 釜の小工場に過ぎません
でしたが、明治 32 年には 346 釜となり、「片
倉組松本製絲所」と改称しました（片倉製
絲紡績株式会社二十年誌 ,1941）。

3.　蚕の一代交雑種の普及
明治 39 年 (1906) に東京帝国大学の実

験遺伝学の権威、外山亀太郎は、日本種、
中国種、欧州種の間で多くの交配実験を行
い、メンデルの法則が動物（昆虫）におい
ても成立することを世界で初めて証明しま
した（シルクレポート No.76　2023 年 1
月号 第３回「外山亀太郎」参照）。こうし

た根拠に基づいた成果により、明治 44 年
（1911）に農商務省原蚕種製造所（後の農
林省蚕糸試験場）が発足し、その 3 年後の
原蚕種配布を目標に品種試験が開始され、
その確たる優秀性が確認されました。しか
しながら、一代交雑種の実用化を懸念し、
その飼育を躊躇していた蚕種家が多くいま
した。

そこで、五介は、一代交雑種の製造を決
意し、大正 3 年 10 月今井五介を筆頭に 6
名で片倉の資本による「合資会社大日本一
代交配蠺種普及團」を結成し、一代交雑種
の普及を始めました（本邦に於ける一代交
雑蚕種の発祥史 ,1928）。

片倉組でこの事業を行うに当たり、社内
では異論・反論が噴出しました。大反対に
遭う中で一代交雑種の有利性や失敗したら
誰が責任を取るのかという議論の中で、そ
うなった場合の責任は総て五介自らが責任
を取るということで、社内を説得し始めた
事業でした。その確固たる信念は、五介が
外山亀太郎の研究成果を十分理解していた
こと、それまで自らが普及活動に積極的に
取り組んできたことの表れと思われます。
まさに先をみた一大決断だったのです。

4.　多条繰糸機の普及
五介の先を見る目は蚕種改良のみなら

ず、高品質生糸を繰製する多条繰糸機の
開発・実用化に力を注ぎます。昭和 2 年

（1927）、五介は発明家御
み の り か わ

法川直
なおざぶろう

三郎とと
もに、それまでの諏訪式繰糸機の発想とは
全く異なる、逆転の発想ともいうべき御法
川式多条繰糸機の開発に尽力します。
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それまでの諏訪式繰糸機は高速で、熱湯
で繭を煮ながら浮き繰りで繰糸を行う方法
でしたが、多条繰糸機は煮繭を施した繭を
沈繰りあるいは半沈状態で、低温の湯から、
ゆっくり糸を繰り取るという、すべてが「逆
転の発想」ともいうべきものでした（写真 2）。

この今井五介の英断と実行力により、御
法川式多条繰糸機で作られた生糸がアメリ
カへ輸出されると、絹業者からは、高級生
糸「ワンダフル・ダイアモンド・グランド・
ダブルエキストラ」と格付けられ、アメリ
カへの輸出が加速しました（御法川直三郎
自傳 ,1933）。

この御法川式多条繰糸機は繰糸機の革命
ともいえるもので、これを契機に、片倉を
始めとし、織田式・半田式・増澤式などの
数々の多条繰糸機が開発され、全国へ普及
し製糸業は大きく転換し発展するのでした

（片倉工業株式会社三十年誌 ,1951）。

5. 自動繰糸機の開発
昭和 7 年 (1932)、五介の強いリーダー

シップのもと、大阪の辻村研究所の辻村秀
次郎が開発した定繊度感知器「デニーラー」
の実用化に力を注ぎ、これを用いた自動繰
糸機が昭和 15 年に完成し、片倉式 K2 型
自動繰糸機が片倉製絲紡績株式會社大宮工
場で稼動しました（製糸技術の保存事業シ
リーズ　片倉 K8 型自動繰糸機 ,1933）。戦
後、片倉の「デニーラー」とは形態が異な
る接触摩擦式の蚕試式繊度感知器が開発さ
れ、ニッサン式、恵南式、グンゼ式の自動
繰糸機の開発へと繋がっていきました。

彼は、その時代、時代にこの先どのよ
うなものが求められるのかという先を見極
め、その道の専門家を援助して技術開発を
行い、業界を発展させていくのでした。

おわりに
今井五介は先取の気持ちと創意に富み、発

明心が強い人でした。昭和３年、片倉製絲紡
績㈱大宮研究所を創設し、製絲部、再生絹絲
等を開発する化学部、絹絲化工実験室、無音
絹歯車、絹擬革（鞄・革靴等）を研究するシ
ルクブロック部を置き、水産業用絹ロープの
製造などを行い事業化しました。

五介は、このような技術開発だけでなく、
社会の発展にも大いに力を発揮しました。
明治 42 年 (1908)5 月には、松本商工会議
所初代会頭となり、昭和 16 年 (1941) ま
での 34 年間に亘ってその職に就きました。

その間、松本電燈株式会社取締役社長、
信濃鉄道株式会社社長などに就任しインフ
ラ整備に邁進するとともに、貴族院議員、
財団法人大日本蚕糸会理事会頭などの役員
として活躍しました。

写真 2　御法川式多条繰糸機
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大日本蚕糸会報 第 483号（昭和七年五月） 

恩賜賞  長野懸 正六位 今井五介  
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人々にとって身近な存在であったカイコは、蚕糸業の衰退とともに目に触れる機会が少な
くなっています。

こうした中で、各地の博物館で個別に行われている「カイコ、蚕種の配布」活動を横断的
に連携し、かつて日本の産業を支えた蚕糸業を知ってもらうことを目的として、「カイコを
育てよう！ 2023」を実施します。

　「カイコを育てよう！ 2023」
―　全国蚕糸関係博物館横断キャンペーン　―

キャンペーン特設サイト　URL　https://silk-center.or.jp/kaiko2023/
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イベント情報

●ジジャャパパンンシシルルククセセンンタターー

「「 ×× ～～夏夏めめくく絹絹物物語語～～」」

 



●岡岡谷谷蚕蚕糸糸博博物物館館 企企画画展展

「「日日本本茜茜・・日日本本紫紫根根 染染織織三三人人展展」」

紫根・茜は万葉集の時代から日本の色として染められてきました。本企画展はきもの

ジャーナリスト中谷比佐子氏にプロデュースいただき、紫根・茜の生産地から、その色

を絹に染め、作品にしていく 人の作家の取り組みや作品を展示いたします。

◎会期中、ギャラリートークや絞り染め・墨流し染めのワークショップが開かれます。

詳細は、ホームページをご覧いただくか、お電話にてお問い合わせください。 

〈〈会会期期〉〉５月 日（木）～ ８月 日（日） ～

休館日：水曜日・祝日の翌日

〈〈協協力力〉〉きものジャーナリスト 中谷比佐子、江戸古法染 髙橋孝之、爪掻本綴 服部秀司、

京絞り 寺田 豊

〈〈主主催催〉〉岡谷蚕糸博物館 －シルクファクトおかや－

〈〈会会場場〉〉岡谷蚕糸博物館 〒 長野県岡谷市郷田

●岡岡谷谷蚕蚕糸糸博博物物館館 企企画画展展

「「人人生生のの節節目目とと絹絹にに寄寄せせるる思思いい」」

人の一生には入学や卒業、成人、結婚など多くの「節目」があります。

こうした「節目」の儀礼が行われる日に、普段とは違う特別な装いに身を包むことで、

非日常を感じたり、次の段階へ進む思いを強く意識したりすることができます。このよ

うな特別な「節目」に着用する衣装から人々が衣装に込めた思いと、儀礼に寄せた思い

を感じてみてください。

〈〈会会期期〉〉８月 日（木）～ 月 日（日） ～

休館日：水曜日・祝日の翌日

〈〈主主催催〉〉岡谷蚕糸博物館 －シルクファクトおかや－

〈〈会会場場〉〉岡谷蚕糸博物館 〒 長野県岡谷市郷田
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●日日本本絹絹のの里里 特特別別展展

夏夏休休みみ展展 「「学学ぼぼううカカイイココ」」

「ものがたり」をキーワードに、「カイコの一生の物語」、「繭から絹織物ができるまで

の物語」などのテーマで様々な資料を紹介し、こどもから大人までどなたにも楽しみな

がらカイコやシルクの魅力に親しんでいただきます。期間中は展示館で沢山のカイコを

飼育します。

〈〈会会期期〉〉７月 日（土）～８月 日（月） ～ ：

休館日：火曜日（祝日の場合は翌日）

〈〈主主催催〉〉群馬県立日本絹の里

〈〈会会場場〉〉群馬県立日本絹の里 〒 群馬県高崎市金古町

●日日本本絹絹のの里里 特特別別展展

「「ききもものののの彩彩りり ～～岡岡信信孝孝銘銘仙仙ココレレククシショョンンよよりり～～」」

日本画家の岡信孝画伯の古民芸コレクションを収蔵展示する須坂クラシック美術館

（長野県）の協力により、大正から昭和のアンティーク着物を中心に古き美しき“もの”

への想いをお伝えします。

〈〈会会期期〉〉９月７日（木）～ 月 日（月） ～ ：

休館日：火曜日（祝日の場合は翌日）

〈〈主主催催〉〉群馬県立日本絹の里

〈〈会会場場〉〉群馬県立日本絹の里 〒 群馬県高崎市金古町

●シシルルクク博博物物館館

夏夏休休みみ企企画画「「かかいいここ教教室室」」＊＊小小学学生生ののたためめののププロロググララムム

かいこの生態や体のつくり、まゆや生糸の特徴など、「かいこからシルクまで」を１日

で楽しく学べます。各体験で完成させたワークシートや作品は、夏休みの自由研究にも

使えます。

〈〈会会期期〉〉７月 日（土）～８月 日（日） ～ ： （入館は まで）

休館日：月曜日（祝日の場合は翌日）

〈〈主主催催〉〉シルク博物館

〈〈会会場場〉〉シルク博物館 〒 横浜市中区山下町１番地シルクセンター２階

◎シルク博物館では、毎週末ワークショップや実演（真綿づくり等）を行っています。

ワークショップの申し込みは電話による事前予約制（先着順）です。

詳細は、ホームページをご覧いただくか、お電話にてお問い合わせください。
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★★イイベベンントト開開催催報報告告

岡岡谷谷蚕蚕糸糸博博物物館館 ――シシルルククフファァククトトおおかかやや―― 企企画画展展

「「信信州州のの作作家家展展 ４４ 信信州州草草木木染染友友禅禅作作家家 木木村村不不二二雄雄のの世世界界」」

会期 ３月９日（木）～５月 日 日

開催報告：

木村不二雄さんは長野県須坂市を拠点とし、自然由来の染料を使う信州独自の草木染友禅の

継承者の一人です。

本企画展では、木村さんの草木染友禅と、ろうけつ染めの技法により制作された着物や帯のほ

か、絵画のように仕上げた作品などを展示いたしました。会期中のギャラリートークは、先生の友禅

や、ろうけつ染めの技法の説明、作品の制作秘話が大変好評で皆さんに楽しんでいただきまし

た。草木染教室は桜と林檎で岡谷産のシルクのハンカチやストールを染める体験をご指導いただ

き、お客様の好みの色に染めていました。

自然を愛し、自然とともにものづくりをしたいと、信州に移住し、草木染作家となった木村不二雄

さん。植物や生物を大切にされ、草木染作品のもととなる精緻なスケッチや、染の設計図も展示し

ていただきました。自然からいただく、優しい色を味わってもらいたい、という木村さんの想いが溢

れる企画展となりました。

会期中には木村不二雄さんが挿絵を手がけられた絵本が出版され木村さんの作品に通じる優

しい色合いと、生き物が図鑑のように登場するユニークさが好評で、多くの方が購入されました。

群群馬馬県県立立日日本本絹絹のの里里 特特別別展展（（開開館館 周周年年記記念念展展示示））

「「収収蔵蔵品品展展 つつむむぐぐ・・たたくくすす・・つつななぐぐ」」

会期 ４月 日（土）～５月 日 月

開催報告：

日本絹の里は、群馬県の伝統産業である蚕糸業の情報発信の拠点として、平成 年４月に

開館し、購入・寄贈により養蚕・製糸・染・織といった様々な分野の資料を収蔵してきました。

本展では、過去５年間に収蔵した資料を中心にご紹介するとともに、今まであまり機会に恵まれ

ず展示することが出来なかった資料、そして、群馬県のオリジナル蚕品種を使用した「ぐんまシル

ク」認定品も合わせてご紹介いたしました。

会期中には関連行事として４種の無料体験を行ったほか、４月 日（金）には関係者を招き、

開館 周年記念式典を開催しました。



駒駒ヶヶ根根シシルルククミミュューージジアアムム

「「 ままゆゆククララフフトト作作品品展展」」

会期： ４月 日（木）～５月 日（火）

開催報告：

全国の繭クラフト愛好家の応募作品を展示する作品展を開催しました。 回目となる今年の企

画もご好評の中、閉幕しました。全国から 点の洗練された作品が寄せられました。年々、作品

の技術が向上、作品のアイデアも多彩となっています。優秀作品には大日本蚕糸会会頭賞・長野

県知事賞・駒ヶ根市長賞などが授与されました。

尚、応募作品の写真集を発刊しております（頒布価格 円）。まゆクラフトの取組みが、養

蚕・繭作りの伝統・文化を伝承するとともに、新たな文化を創造することに、お役に立てればと考え

ています。

シシルルクク博博物物館館 春春のの企企画画展展

シシルルクク博博物物館館所所蔵蔵品品展展 「「絹絹をを彩彩るる鳥鳥たたちち」」

会期： ４月 日（土）～６月４日（日）

開催報告：

シルク博物館では、当館所蔵の絹を用いた染織品の中でも特に「鳥の模様」が表されたものに

注目し、各時代の染織品を選りすぐり展示紹介する企画展「絹を彩る鳥たち」を開催しました。

鳥たちは近代まではおもに吉祥模様として表され、現代になると個々の作家の手により時に写

実的に、またある時は抽象的に、自由に表現されています。本展では、江戸時代後期の小袖や大

正時代の婚礼衣装、人間国宝作家による作品等を通し、さまざまな技巧をこらして表現された、色

とりどりの素晴らしい鳥の世界をお楽しみいただきました。

シルクレポート  2023.7 21



シルクレポート  2023.722

一般財団法人大日本蚕糸会から

令和５年度貞明皇后研究助成採択一覧（７件） 

貞明皇后研究助成とは? 

本会は、蚕糸絹に関する科学技術の研究及び発明並びにその応用を助長し、蚕糸絹文化の

継承と蚕糸絹業の改良発達に寄与することを目的として、本会の総裁であられた貞明皇后の

御名を冠した研究助成を毎年度行っています。

今年度は、下記の７課題について採択をしました。（助成総額 円）

研究題目 及び 研究概要（申請時） 研究代表者 助成金額

① 未分解フィブロイン水溶液の濃縮および保

存方法の確立

福井大学

准教授 鈴木 悠
千円

家蚕シルクを用いた材料開発において、フィブロインの溶剤としてフッ素系溶媒が頻用されて

いるが、環境負荷が高く高価であるという問題点がある。申請者は最近、未分解フィブロイン水

溶液を用いることで、環境負荷が低く、機械的特性および生体適合性に優れたフィブロイン材料

の開発に成功した。本研究では、未分解フィブロイン水溶液から作製する材料のさらなる高物性

化および生産効率の向上を目的として、未分解フィブロイン水溶液の濃縮および長期保存方法を

検討する。

② 食用カイコパウダーの無臭化に向けた匂

い科学研究

信州大学

特任准教授 上原 裕史
千円

カイコ由来成分には血糖値の上昇を抑制する効果や腸内環境に作用する効果などを有するこ

とが知られており、このことはカイコが食原料として唯一無二の高いポテンシャルをもつことを

示している。しかしながら、カイコが食原料として受け入れられるためには独特の生臭い風味が

課題となる。本研究ではカイコの生臭い匂い成分を同定し、ヒトの嗅覚受容体への作用機構を解

析し、安全で衛生的な抑制物質の探索・同定を通して食用に適した無臭カイコとパウダーの作出

を試みる。

③ 未分化幹細胞培養に適した新規セリシン

繭素材の開発

京都工芸繊維大学

教授 小谷 英治
千円

最新育種技術により、セリシンだけでできた特殊な繭（セリシン繭）を生産するカイコを創出

した。セリシン繭からしか調製できない未分解セリシンは、希少成分であり、細胞工学で利用で

きる安価なバイオマテリアルとなり得る。本研究では、細胞増殖因子含有セリシンを用いたマウ

ス胚性幹細胞の増殖調節機能を検証する。こうした検討により、未分化幹細胞培養に適したセリ

シンの特性を活用する新バイオメディカル技術創成に貢献する。

一一般般財財団団法法人人大大日日本本蚕蚕糸糸会会かからら
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④ クワコの蛹期間長期化能力の解明と新規

蚕品種および利用技術開発への応用

山口大学

教授 小林 淳
千円

申請者が 年間選抜・維持してきたクワコとカイコの雑種系統（蛹期間は最長 日以上）

の蛹期間長期化の主要原因遺伝子の一つが座乗すると推定される第 染色体上の染色体を網羅

的に探索し、同定を試みるとともに、雑種系統における蛹期間不均一化に対するエピジェネティ

ック制御の関与を阻害剤を用いて検証し、得られた知見を長期かつ均一な蛹期間を有する新規実

用蚕品種の マーカー育種ならびに多様な用途の創出に役立てる。

⑤ カイコ精巣の超低温保存を可能にするガ

ラス化液の検討

農業・食品産業技術総合研究機構

主任研究員 福森 寿善
千円

カイコの長期保存は、数多くのカイコ品種を安全かつ確実に維持するために必要である。雄側

生殖質の保存方法として幼虫の精巣を超低温保存できる可能性がある。しかし、精巣保存は有効

性が非常に低いという問題点がある。申請者は、精巣のガラス化処理に適した操作方法を明らか

にし、ガラス化処理が有効である可能性を示した。本研究ではカイコ精巣のガラス化処理に最適

なガラス化液組成および処理時間等の条件を検討する。加えて、最適化したガラス化処理条件が

カイコの系統に関わらず汎用性を示すか否かを確認する。

⑥ 高強度系統カイコ繭糸を用いた和楽器用

絹絃の開発

農業・食品産業技術総合研究機構

上級研究員 伊賀 正年
千円

和楽器の伝統的な絃は絹糸を原料とする絹絃であるが、摩擦等により演奏中に切れる頻度が高

く、切れにくい絹絃の開発が待ち望まれている。そこで本研究では、これまでに育種した繭糸強

度に優れる高強度系統 と同等の力学特性を有し、かつ生糸収率が改善された高強度系統交

雑第一代の「日 号× 」を用いて絹絃を作製し、官能試験と機能性試験を実施する。優

れた音色と耐久性を兼ね備えた絹絃の開発により、伝統音楽の保存と継承に貢献するとともに、

シルクの需要拡大を目指す。

⑦ 国産シルクとスーパー繊維を交織した新

規清涼衣料の開発

福島県ハイテクプラザ

専門研究員 東瀬 慎
千円

衣料分野では、近年社会問題化している熱中症対策に有効な吸放湿性と排熱性（接触冷感性）

を具備した新しい清涼衣料が広く求められている。本研究では、吸放湿性に優れる絹素材と高い

排熱性を持つスーパー繊維を交織し、砧（きぬた）打ちの古来技術を応用した加工技術により新

規の清涼衣料の開発を目指す。また製織上の課題（目寄れ・スリップ）の解決と、意匠性と機能

性の発現条件の関係を明らかにする。これにより福島ゆかりの蚕品種による絹織物の新用途を創

出し、蚕糸絹業の再興を図る。
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貞明皇后研究助成の応募方法等の詳細は、本会ホームページの「貞明皇后蚕糸記念科学技

術研究助成」を参照してください。

■次回 令和６年度 貞明皇后研究助成 年間スケジュール（予定）

募 集 期 間 令和５年 月１日～令和６年１月 日

選 考 令和６年４月下旬 蚕糸褒賞等選考委員会にて選考

助 成 決 定 の 通 知 令和６年５月上旬

研 究 助 成 実 施 期 間 令和６年５月１日～令和７年２月 日

助 成 金 の 支 払 い 令和６年５月下旬

実績報告書の提出締切 令和７年３月１日

助成金額の確定作業 令和７年３月上旬～中旬

研 究 成 果 報 告 令和７年４月下旬 完了報告動画の提出（本会ホームページに

掲載します。）
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一般財団法人大日本蚕糸会から

2023 年度第１次分の純国産絹マーク使用許諾状況

純国産絹マークの 2023 年度第１次審査委員会を 2023 年５月 23 日（火）に開催しました。
今回の申請は６者で、新規申請者２者 10 品目、使用許諾されている４者のうち履歴の追加
３者５品目、数量の追加１者２品目の申請がありました。これらの申請を審査委員会で審査
した結果、６者 17 品目に対し、５月 30 日（火）付けで純国産絹マークを使用許諾する旨
通知しました。

純国産絹マーク使用許諾企業名
（表示責任者名）

表示対象
製品名

表示対象
数量

生産履歴の内容
（繭生産地・企業等）

( 新規 )
ＵＧＡＡＩ
　代表者名：安田愛
　（担当者：安田愛）
　〒 155-0033
　東京都世田谷区代田 3-27-26
　コルヌスツリーハウス 203
　TEL：090-1800-4729
表示者登録番号　250

服地（プリーツ）
（40cm 巾× 59.8m） 1 巻

繭生産　JA 上伊那・西予市管内養蚕農家
製　糸　（株）宮坂製糸所、
　　　　（株）野村町地域振興センター
製　織　（有）大原織物

服地
（ゆるストライプ柄）
（125cm 巾× 33.2m）

1 巻

繭生産　JA 上伊那・西予市管内養蚕農家
製　糸　（株）宮坂製糸所、
　　　　（株）野村町地域振興センター
製　織　（有）大原織物

服地
（縦ストライプ柄）
（126cm 巾× 35.0m）

1 巻

繭生産　JA 上伊那・西予市管内養蚕農家
製　糸　（株）宮坂製糸所、
　　　　（株）野村町地域振興センター
製　織　（有）大原織物

服地（鳳凰柄）
（126cm 巾× 34.0m） 1 巻

繭生産　JA 上伊那・西予市管内養蚕農家
製　糸　（株）宮坂製糸所、
　　　　（株）野村町地域振興センター
製　織　（有）大原織物

服地
（ＵＧＡＡＩロゴ生地）
（126cm 巾× 25.2m） 1 巻

繭生産　JA 上伊那・西予市管内養蚕農家
製　糸　（株）宮坂製糸所、
　　　　（株）野村町地域振興センター
製　織　（有）大原織物

服地（縦ウェーブ柄）
（120cm 巾× 33.7m） 1 巻

繭生産　JA 上伊那・西予市管内養蚕農家
製　糸　（株）宮坂製糸所、
　　　　（株）野村町地域振興センター
製　織　（有）大原織物

服地（27/2 平織り）
（128cm 巾× 29.3m） 1 巻

繭生産　JA 上伊那・西予市管内養蚕農家
製　糸　（株）宮坂製糸所、
　　　　（株）野村町地域振興センター
製　織　（有）大原織物

服地（27/3 平織り）
（128cm 巾× 25.5m） 1 巻

繭生産　JA 上伊那・西予市管内養蚕農家
製　糸　（株）宮坂製糸所、
　　　　（株）野村町地域振興センター
製　織　（有）大原織物



純国産絹マーク使用許諾企業名
（表示責任者名）

表示対象
製品名

表示対象
数量

生産履歴の内容
（繭生産地・企業等）

（新規）
石川県立津幡高等学校
　代表者名：釜田渉
　（担当者：大丸孝斉）
　〒 929-0325
　石川県河北郡津幡町字加賀爪ヲ 45 番地
　TEL：0726-289-4111
表示者登録番号　251

白生地（牛首紬） 1 反

蚕品種　　　玉小石
繭生産　　　石川県立津幡高等学校
製　糸　　　くらしつむぐあとりえ
撚糸・精練　加藤手織牛首つむぎ
製　織　　　くらしつむぐあとりえ

白生地
（帯地（牛首紬）） 1 本

蚕品種　　　玉小石
繭生産　　　石川県立津幡高等学校
製　糸　　　くらしつむぐあとりえ
撚糸・精練　加藤手織牛首つむぎ
製　織　　　くらしつむぐあとりえ

（履歴の追加）
那覇伝統織物事業協同組合
　代表者名：赤嶺真澄
　（担当者：粟国美那子）
　〒 903-0812
　沖縄県那覇市首里当蔵町 2-16
　首里染織館 suikara3F 
　TEL：098-887-2746
表示者登録番号　156

先染反物（首里織） 57 反

蚕品種　ぐんま 200
繭生産　JA 前橋市管内養蚕農家
製　糸　碓氷製糸（株）
染　織　自組合

先染反物（首里織） 197 本

蚕品種　ぐんま 200
繭生産　JA 前橋市管内養蚕農家
製　糸　碓氷製糸（株）
染　織　自組合

かりゆしウェア
（首里織） 40 枚

蚕品種　ぐんま 200
繭生産　JA 前橋市管内養蚕農家
製　糸　碓氷製糸（株）
染　織　自組合

（履歴の追加）
渡豊工房
　代表者名：渡辺豊一
　（担当者：渡辺豊一）
　〒 990-0301
　山形県東村山郡山辺町大字山辺 892-1
　TEL：023-664-5405
表示者登録番号　190

先染反物
（綾御召（男物）） 34 反

蚕品種　　春嶺×鐘月
繭生産　　JA なすの管内養蚕農家
製　糸　　碓氷製糸（株）
撚　糸　　梅津撚糸工場
精練染色　佐米染色（有）
製　織　　自工房
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純国産絹マーク使用許諾企業名
（表示責任者名）

表示対象
製品名

表示対象
数量

生産履歴の内容
（繭生産地・企業等）

（履歴の追加）
（株）髙島織物

　代表者名：中須賀賢一
　（担当者：北村光祥） 
　〒 603-8225
　京都市北区紫野南舟岡町 5 番地
　TEL：075-431-0111
表示者登録番号　248

白生地（表地） 20 反

蚕品種　錦秋×鐘和
繭生産　JA おやま・JA なす南・
　　　　JA なすの管内養蚕農家
製　糸　碓氷製糸（株）
製　織　村井機業場
精　練　丹後織物工業組合

（数量の追加）
（株）髙島屋

　代表者名：村田善郎
　（担当者：大西隆寿）
　〒 542-8510
　大阪市中央区難波 5-1-5
　TEL：06-6631-1101
表示者登録番号　030

後染反物（振袖） 1 反

繭生産　　JA なす南管内養蚕農家
製　糸　　松岡（株）
製　織　　篠春織物（株）
染色加工　（株）千總

後染反物（振袖） 3 反

繭生産　　JA なす南管内養蚕農家
製　糸　　松岡（株）
製　織　　（株）竹林
染色加工　（株）千總

　次回の純国産絹マーク審査会の予定は次のとおりです。
　純国産絹マークの使用許諾を申請される方は、事務局との事前協議を経た上で、下記の提出締切日
までに、純国産絹マーク使用許諾申請書を提出してください。

　次回審査会　2023 年度第２次：2023 年８月 29 日（火）
　純国産絹マーク使用許諾申請書の提出締切日：2023 年７月 25 日（火）

　　　　　　　（連絡先）
　　　　　　　　〒 100-0006  
　　　　　　　　東京都千代田区有楽町 1-9-4　蚕糸会館 6 階
　　　　　　　　一般財団法人 大日本蚕糸会
　　　　　　　　担当：岡島、小林
　　　　　　　　　　　TEL：03-3214-3500　FAX：03-3214-3415
    　　　　　　　　　　Ｅ -mail： 岡島：aokajima@silk.or.jp
　　　　　　　　　　　　　　　  小林：kobaei@silk.or.jp
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純国産絹マーク使用許諾者及び絹製品名一覧

一般財団法人大日本蚕糸会から

表示者

登録番号
企 業 名 所 在 地 主 な 絹 製 品 名

（株）千總 京都市中京区
後染反物（振袖、訪問着、付下、色無地、色留袖、黒留

袖、喪服）、胴裏

（株）織匠田歌 京都市上京区 先染反物、後染帯地

（株）丸上 東京都中央区 後染反物（色無地、小紋、付下、黒紋付）、後染帯地

（株）坂本屋 茨城県土浦市 後染反物（色無地）、胴裏（灰汁浸け加工）

（有）平原 福島県白河市 後染反物（色無地、黒紋付）

（株）信盛堂 東京都清瀬市 後染反物（色無地、黒紋付）

（株）きものアイ 新潟県十日町市 後染反物（色無地）

（株）上庵 岩手県北上市 後染反物（色無地、黒紋付）

（有）樹

（いづき）
秋田県横手市 後染反物（色無地、黒紋付）

（株）銀座もとじ 東京都中央区

後染反物（作家作品）、後染帯地、先染反物（大島紬、

結城紬、御召、作家作品）、先染帯地（織九寸帯、織角

帯、作家作品）、白生地、和装小物（帯締、羽織紐）、八

掛、胴裏

河瀬満織物（株） 京都市上京区 先染帯地

（有）織匠小平 京都市北区 先染帯地

（株）結華 静岡県清水町 後染反物（色無地、黒紋付）

（有）絹回廊 東京都中央区 後染反物（色無地）

（有）大善屋呉服店 福島県会津若松市 後染反物（色無地、黒紋付）、後染帯地、白生地（表地）

呉服のささき 山形県天童市 後染反物（色無地、黒紋付）

日本蚕糸絹業開発協同組合

（絹小沢（株））
群馬県高崎市

裏地（胴裏（ぐんま羽二重、ぐんまレピア、ぐんま 、

灰汁浸加工、トルマリン加工）、八掛、比翼地）、長襦袢

地、後染反物（作家作品、紋付地）、白生地（世紀二一，

上州絹星・ぐんま ，新小石丸）、後染帯地（（冬物・

夏物）：うるし糸が５％を超えるもの）、寝衣（うぶ着、

おくるみ）、和装小物（袱紗）

宮階織物（株） 京都市上京区 先染反物、後染反物

２１世紀の絹を考える会 京都府城陽市 後染反物（色無地、訪問着）、先染帯地（袋帯（草木染、唐織））

碓氷製糸農業協同組合 群馬県安中市 白生地、マフラー

丸幸織物（有） 京都府京丹後市 白生地

織匠万勝 京都市中京区
先染帯地（袋帯、名古屋帯、袋帯：金銀糸が５％を超え

るもの）、先染反物（御召類、着尺）、後染反物（色無地）

（有）織道楽塩野屋 京都府亀岡市
洋装品（マフラー、シャツ、ニット（ウォーマー、腹巻、

手袋、靴下））

（株）丸万中尾 滋賀県長浜市
後染反物（江戸小紋、小紋、付下、友禅、色無地、訪問

着、留袖、色留袖）、後染帯地、白生地（表地）

（株）むらかね 青森県八戸市 後染反物（色無地、黒紋付）

（株）髙島屋 大阪市中央区
後染反物（振袖、七五三着物、色無地、訪問着、黒留袖）、

白生地（長襦袢地、胴裏）、ニット（靴下）、風呂敷

（株）さが美 神奈川県平塚市 後染反物（黒紋付（冬用・夏用）、色無地）

2023 年５月 30 日（2023 －第１次）現在
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表示者

登録番号
企 業 名 所 在 地 主 な 絹 製 品 名

（有）まるけい 静岡県富士市 後染反物（色無地、黒紋付）

（有）特選呉服専門店後藤 青森県むつ市 後染反物（色無地、黒紋付）

（株）小いけ 山形県鶴岡市 後染反物（色無地、黒紋付、小紋）

（株）伊と幸 京都市中京区

後染反物（色無地、訪問着）、白生地（表地、胴裏、帯

地）、白生地（表地（天蚕糸交織））、白生地（帯地（天

蚕糸交織））、婦人用ブラックフォーマル地、長襦袢

（株）四季のきものおおにし 東京都杉並区 後染反物（色無地、黒紋付）、後染帯地、白生地（表地）

（株）和幸 埼玉県久喜市 後染反物（色無地、黒紋付）

（株）桝屋高尾 京都市北区 先染帯地（袋帯）

（株）つるや 埼玉県川越市 後染反物（色無地、黒紋付）、白生地（表地）

（株）越後屋 千葉県市川市 後染反物（色無地、黒紋付）

（株）小倉商店 茨城県結城市 先染反物（結城紬）、先染帯地（結城紬）、白生地（結城紬）

柳 崇

（染織家 柳崇）
東京都世田谷区 先染反物、先染帯地

児玉京子

（染織家 児玉京子）
沖縄県竹富町 先染反物、先染帯地

草木染工房山村 山村多榮子 東京都八王子市
先染反物、先染帯地、先染帯地（金銀糸が５％を超える）、

先染服地、ストール

手織りよおん 長嶺亨子 沖縄県沖縄市 先染反物、先染帯地、服飾品（ストール）

祝嶺染織研究所 沖縄県沖縄市 先染反物、先染帯地

（株）龍工房 東京都中央区 帯締

からん工房 深石美穂 沖縄県石垣市 先染反物（紋絽、絣）、先染帯地

たわた工房 沖縄県那覇市 先染反物、先染帯地

山音（株） 京都市中京区 後染反物（色無地（変三越、駒絽））

やまと（株） 京都市下京区 後染反物

桜井（株） 京都市北区 先染帯地

有栖川織物（有） 京都市上京区 先染帯地

太田和（株） 京都市中京区 先染反物（結城紬）、先染帯地（結城紬）

（株）岩田 京都市中京区 先染帯地

（有）神原呉服店 千葉県銚子市 後染反物（色無地、黒紋付）

浅山織物（株） 京都市北区 先染帯地

（株）やまと 東京都渋谷区

先染帯地、先染帯地（金銀糸が５％を超えるもの）、白

生地（加賀友禅用）、先染着尺（加賀友禅用）、和装小物

（帯揚）

田中種（株） 大阪市中央区

後染反物（小紋（変一越、紋意匠）、黒紋付、加賀友禅、

色無地、すかし織着尺）、後染帯地（九寸名古屋帯）、ニ

ット（靴下、ネック＆ボディ、ショルダー、アーム、タ

ンクトップ、腹巻、手袋、ピロケース、肌襦袢、ネック

ウォーマー）、真綿布団、ハーフケット、布団カバー

（株）京扇 東京都中央区 後染反物（色無地）、胴裏（パールトーン加工）

（株）なごみや 横浜市都筑区 後染反物（色無地、黒紋付）
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丸池藤井（株） 京都市中京区 後染反物（色無地）、八掛

久保商事（株） 京都市中京区 和装小物（帯揚、半衿）

加賀グンゼ（株） 石川県小松市 胴裏

千切屋（株） 京都市中京区 後染反物（訪問着、付下）、後染帯地

荒川（株） 京都市下京区 和装小物（帯締、帯揚）

（株）紅輪

（（株）紅輪 まるやま・京彩

グループ）

川崎市宮前区 後染反物（色無地）、白生地（表地（紋意匠））

装いの道（株） 東京都千代田区
白生地（帯地、表地）、胴裏（トルマリン加工、灰汁浸

加工、ぐんま 、新小石丸）

（株）髙橋屋 岩手県一関市 胴裏（灰汁浸加工）

おお又（株） 大阪市旭区 胴裏（灰汁浸加工）、ニット（靴下）

（株）天野屋呉服店 栃木県小山市 胴裏（ぐんま （灰汁浸加工））、白生地（表地）

（株）きもの潮見 愛媛県西条市 胴裏（パールトーン加工）

（株）とみひろ 山形県山形市 胴裏（酵素精練）、白生地

（株）細安 福井県福井市 胴裏（酵素精練）

京和きもの（株） 神奈川県厚木市 胴裏（酵素精練）

（株）まるため 長野県長野市 胴裏（トルマリン加工、パーリー加工）

（株）小川屋 群馬県前橋市 胴裏（トルマリン加工、灰汁浸加工）

（株）エムラ 山口県防府市 胴裏（酵素精練）

（株）荒井呉服店 東京都八王子市 胴裏（酵素精練）

（株）牛島屋 富山県富山市 胴裏（酵素精練）、後染反物（小紋）

（株）谷呉服店 福岡県筑紫野市 胴裏（酵素精練）

（株）登美屋 岩手県北上市 胴裏（パールトーン加工）

（株）川平屋 愛知県豊田市
胴裏（パールトーン加工）、後染反物（小紋（変一越、

紋意匠））

（株）大丸松坂屋百貨店 東京都江東区 裏地（胴裏、比翼地（振袖用））、長襦袢地

西陣織工業組合 京都市上京区 マフラー、セーター、カーディガン、ショール、ネクタイ

（株）綾の手

旧（株）あきやま
宮崎県綾町 先染反物 綾の手紬 、洋装品（ショール、マフラー）

藤井絞（株） 京都市中京区 後染反物（色無地）

（有） 結城屋 兵庫県洲本市 白生地（表地）

（株） ウメショウ 岐阜県瑞穂市 白生地（表地）

（有）カシワギ 山梨県富士吉田市

寝具寝装品（冬用・夏用・合用薄絹ふとん、ブランケッ

ト）、洋装品（スーツ地、ネクタイ、服飾品（スカーフ、

ストール、シャツ））

（株）平田組紐 東京都豊島区
帯締、帯締（金銀糸が５％を超えるもの）、羽織紐（男

物、女物）

（株）菱健 京都市中京区 後染反物（色無地）

西野（株） 京都市上京区 帯締、帯締（金銀糸が５％を超えるもの）

（株）猪井 新潟県長岡市 後染反物（色無地）、後染帯地
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（株）たちばな 新潟県新発田市 後染反物（色無地）、後染帯地

（株）丸富美 新潟県十日町市 後染反物（色無地）

（有）絹もの屋まつなが 新潟県三条市 後染反物（色無地）

（株）山正山﨑 愛知県豊橋市 後染反物（色無地、小紋（変一越、紋意匠））

（有）こくぶん呉服店 福島県福島市 後染反物（色無地）

（株）染織近藤 岡山市北区 後染反物（色無地、小紋（変一越、紋意匠））

（株）宮川呉服店 北海道湧別町 後染反物（色無地、付下）

（株）和らいふ 札幌市中央区 後染反物（色無地）

（有）きものいなもと 大阪市天王寺区 後染反物（色無地）

（株）世きね 東京都中央区 後染反物

（株）西陣まいづる 京都市上京区

先染帯地（袋帯（金銀糸が５％を超えるもの）、九寸帯

（金銀糸が５％を超えるもの）、絽九寸帯（金銀糸が５％

を超えるもの））

奥順（株） 茨城県結城市 先染反物（結城紬）、先染帯地（結城紬）

りょうぜん天蚕の会 福島県伊達市 ショール（天蚕紬糸、天蚕ハイブリッド）

（有）金屋 新潟県上越市 後染反物（色無地）

（株）鶴屋百貨店 熊本市中央区 胴裏（酵素精練）、先染反物（結城紬）

黄八丈めゆ工房 東京都八丈島 先染反物（黄八丈）

京屋呉服店 長野県塩尻市 後染反物（色無地）

（資）車屋呉服店 横浜市南区 後染反物（色無地、江戸小紋）、白生地（表地）

宮崎（株） 茨城県結城市 先染反物（結城紬）

（有）内海呉服店

きもの千歳屋
東京都世田谷区 白生地（表地（色無地、訪問着、紋意匠））

長島繊維（株） 栃木県足利市 後染反物（色無地、小紋、付下、訪問着）、後染帯地

（株）しょう美 広島市西区 後染反物（色無地）

（資）治田呉服店 群馬県富岡市 後染反物（色無地）

（株）丸十 大阪府東大阪市 後染反物（小紋）、ニット（靴下）

（株）竹田嘉兵衛商店 名古屋市緑区 胴裏（酵素精練）

（有）樋口屋京染店 埼玉県鴻巣市 白生地（表地用（紋意匠））

大門屋 福井県大野市
白生地（牛首紬）、後染帯地（牛首紬）、ショール（牛首

紬）、先染反物（飯田紬）、白生地着尺（信州紬）

（株）加藤萬 東京都中央区 和装小物（帯揚、半衿）

（株）しゃらく 愛媛県新居浜市 後染反物（小紋）

（資）山中商店 名古屋市中区 後染反物（小紋）

きもの処あだち 大阪府藤井寺市 後染反物（小紋）

西川産業（株） 東京都中央区 寝具寝装品（掛布団）

繭工房華美 宮城県塩竃市 寝衣（長肌着、短肌着）

（株）和想 鳥取県鳥取市 後染反物（小紋）

（株）髙島屋呉服店 島根県益田市 後染反物（小紋）

富岡シルクブランド協議会 群馬県富岡市 ネクタイ、褌、マフラー（手織り）
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（株）丸年呉服店 石川県金沢市 後染反物（小紋）

（株）染織館 徳島県徳島市 後染反物（小紋）

（株）京ろまん 奈良県奈良市 後染反物（小紋）、ニット（靴下）

五嶋（株） 東京都文京区 帯締

（株）わふくや 浜松市中区 長襦袢地

（株）布屋呉服店 静岡県富士宮市
胴裏（トルマリン加工）、後染反物（小紋（変一越、紋

意匠））

（有）明石屋 東京都調布市 後染反物（色無地）、後染帯地

宮井（株） 京都市下京区 風呂敷

（株）ナカノ 大分県大分市 後染反物（小紋（変一越、紋意匠）、加賀友禅）

（株）芦田呉服店 京都府綾部市 後染反物（色無地、小紋（変一越、紋意匠））

（株）甲斐絹座 山梨県富士吉田市
ネクタイ、服飾品（スカーフ、ストール、トランクス）、

パジャマ、袱紗

（株）西松屋 兵庫県姫路市 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））

（株）西尾呉服店 大阪市福島区 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））

勝山織物（株） 京都市北区 先染帯地（金銀糸が５％を超えるもの）

（有）石川 群馬県みどり市
後染反物（型友禅、羽二重色無地）、先染反物（ジャガ

ード織）

那覇伝統織物事業協同組合 沖縄県那覇市 先染反物、先染帯地、かりゆしウェア、服飾品 ショール

（株）ふじや 福岡県朝倉市 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））

きものおかだ 兵庫県香美町 後染反物（小紋）

（株）ＪＳ 山梨県富士吉田市

寝具寝装品（ふとん、ふとんカバー）、洋装品（スーツ

地、コート地、スカート地、シャツ、ワンピース地）、

服飾品（スカーフ、ストール、ネックカバー、アームカ

バー、レッグカバー）

（株）マルシバ 東京都中央区 裏地（胴裏）、和装小物（袱紗）、ネクタイ、帯地（白塩瀬）

（株）みつわ 大阪府大東市 後染反物（小紋）

福絖織物（株） 福岡市西区 先染帯地（本袋男帯、八寸名古屋帯）

（株）大谷屋 新潟市中央区 白生地（表地）

（株）東京藤屋

（きものレディ着付け学院）
東京都品川区 白生地（表地）

近江真綿振興会 滋賀県米原市 寝具寝装品（布団、膝かけ）、服飾品（ショール）

（株）にしむら 兵庫県西脇市 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））

（有）きものおおにし 大阪府東大阪市 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））

（株）コノエ

（そめの近江）
東京都豊島区 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））、ニット（靴下）

（株）つたや 大阪府枚方市 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））

（株）京呉服小糸伸輔の店 熊本市東区 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））

（株）マエノ 茨城県石岡市 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））

（株）本きもの松葉 大阪府富田林市 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））

（有）山田呉服店 長野県諏訪市 白生地（変り縮緬）、先染反物（大島紬）

（株）呉服のながいけ 長崎県南島原市 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））
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（株）京呉服平田 福井県福井市 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））

（株）布四季庵ヨネオリ 山形県米沢市 先染反物（置賜紬）、服飾品（ストール）

奄美島絹推進協議会 鹿児島県龍郷町 先染反物（大島紬）、先染帯地（大島紬）

（株）宮坂製糸所 長野県岡谷市 先染帯地（八寸名古屋帯）

（有）シンセイ 長野県松本市 ニット（腹巻、靴下）

（株）百花 横浜市中区 後染反物（小紋（変一越））

京呉服好一（株） 京都市北区 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））

（株）パールトーン 京都市右京区 胴裏（パールトーン加工）

きもの専科まさ井 兵庫県三木市 後染反物（小紋（変一越））

マテリアル ローブ 麿 東京都練馬区 後染反物（小紋（変一越））

（株）せんば呉服 兵庫県尼崎市
後染反物（小紋（変一越、紋意匠）、訪問着）、先染反物

（絣着尺）、後染帯地

（株）三越伊勢丹 東京都新宿区
白生地（表地）、帯締、羽織紐、帯締（金銀糸が５％を

超えるもの）、ジャケット地

青山きもの（株）

（青山きもの学院）
東京都港区 白生地（表地、夏物表地）

ニット青木（株） 東京都品川区
ニット（スーツ・パンツ、スーツ・スカート、ジャケッ

ト、アンサンブル、インナー）

渡豊工房 山形県山辺町

先染反物（綾御召（男物、女物）、市松綾御召（草木染

め）、もじり織（草木染）、もじり織、裏地（紬八掛、駒

八掛、紬駒八掛、紬綾八掛））、服飾品（先染スト－ル（綾

織草木染、もじり織草木染））

（株）リンクピース 福岡市博多区 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））

（有）新宮

（きもの宮下）
宮崎県宮崎市 後染反物（小紋（変一越））

アトリエＩＴＯ 伊藤峯子 沖縄県那覇市 先染反物、先染帯地

遊生染織工房 築城則子 北九州市八幡東区 先染反物

杉浦晶子 愛知県高浜市 先染反物、先染帯地

（株）夢工芸染の新井 東京都足立区 白生地（変り縮緬）、先染反物（大島紬）

（株）嵯が野 埼玉県川越市 白生地（変り縮緬）、先染反物（大島紬）

（株）カインドウェア 東京都千代田区 服飾品（ストール）、ネクタイ

（株）新田 山形県米沢市 後染反物（ぼかし着尺）

（株）ソーホー 京都市下京区

白生地（紋意匠無地縮緬・紋意匠縮緬）、後染反物（本

加賀訪問着）、先染反物（大島紬、御召）、先染帯地（袋

帯）、先染反物（御召）

（株）すずのき 東京都品川区 後染反物（訪問着・色無地）、白生地（表地（紋意匠））

メーカーズシャツ鎌倉（株） 神奈川県鎌倉市 ニット（肌着）

（株）丸本岩崎 北海道函館市 裏地（胴裏絹）

（株）緒方商店

（きもの心おがた）
愛媛県八幡浜市 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））

富士新幸（株） 山梨県都留市 真綿布団

（有）浅井ローケツ 京都市右京区 後染反物（色無地・藍染）
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（有）呉服のうめね 北九州市小倉北区 白生地（変一越）

（株）

（きもの工房一休）
神戸市中央区 白生地（変一越）

森秀織物（株） 群馬県桐生市 先染反物（御召）

（株）龍村美術織物 京都市中京区 先染帯地（本袋帯（金銀糸が５％を超えるもの））

（株）長沼

（長沼静きもの学院）
東京都渋谷区 後染反物（小紋（変一越、紋意匠））

（株）国際商事 東京都板橋区 ショール

窪田織物（株） 鹿児島県鹿児島市 先染反物（大島紬、本場大島紬（ マルキ、 マルキ））

村江菊絵（菊江）

（村江菊絵）
東京都目黒区 先染帯地、先染反物

片倉工業（株） 東京都中央区 ニット（靴下）

村田捺染加工（有） 群馬県桐生市 服飾品（ストール）

（株）京のきもの綾錦 京都市下京区 後染反物（訪問着、小紋、色無地）

あや工房 沖縄県西原町 先染反物（首里織）、先染帯地（首里織）

万兵（株） 名古屋市中区 白生地（表地）

横山（株） 京都市中京区 後染反物（小紋・訪問着）

株 カネヒサクリエーション 石川県金沢市 白生地（表地）

柳晋哉 東京都世田谷区 先染反物、先染帯地

株 一声 京都市下京区 白生地（表地）

株 ヤマノホールディングス

きもの事業本部
東京都渋谷区 後染反物（小紋・訪問着）、白生地（帯地）

山口美術織物（株） 京都市山科区 白生地（表地・羽二重）

（株）大醐 名古屋市北区 セリシン靴下、セリシン手袋

（株）中忠商店 京都市上京区 セリシン靴下、セリシン手袋

（株）帛撰 京都市北区 先染帯地（名古屋帯、袋帯（金銀糸が５％を越えるもの））

（株）京朋 京都市中京区 白生地（表地）

（有）綵巧 京都市北区 先染反物（御召）、先染帯地（名古屋帯（組帯））

ウライ（株） 京都市下京区 後染反物（小紋）、後染帯地（袋帯（表地のみ））

大橋メリヤス 群馬県桐生市 服飾品（ニットストール）

宮田織物（株） 京都市北区 先染帯地（袋帯（金銀糸が５％を超えるもの））

（有）中彦 京都市上京区 先染反物（御袈裟（五条袈裟））

大月俊幸 長野県安曇野市 先染帯地（名古屋帯）、先染着尺（信州紬）

久保原由佳理 長野県安曇野市 先染帯地（名古屋帯）、先染着尺（信州紬）

（株）やしま 広島県広島市 白生地（表地（紋意匠））

（株）長谷川 京都市上京区 先染反物（西陣お召）

永見（株） 鳥取県米子市 白生地（表地（紋意匠））

京都和装（株） 京都市下京区 白生地（表地（紋意匠））

（株）前田源商店 山梨県富士吉田市 服飾品（スカーフ、ストール）

近江真綿工房 原田 滋賀県米原市 寝具寝装品（真綿ふとん（国産近江真綿ふとん））

昭和西川（株） 東京都中央区 寝具寝装品（真綿ふとん）

大迫織物（株） 鹿児島県鹿児島市 先染反物（大島紬）
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表示者

登録番号
企 業 名 所 在 地 主 な 絹 製 品 名

玉城柳子 沖縄県南城市 先染反物 着尺 首里織 、先染帯地 首里織

丸八生糸（株） 京都市上京区 白生地（表地）

（株）髙島織物 京都市北区 白生地（表地）

くらしつむぐあとりえ 福井県坂井市 白生地 表地、帯地 、服飾品 ストール

ＵＧＡＡＩ 東京都世田谷区 洋装服地

石川県立津幡高等学校 石川県河北郡 白生地 牛首紬 、白生地 帯地 牛首紬
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一般財団法人大日本蚕糸会から

一般財団法人大日本蚕糸会活動日誌　   № 78（R5.4.1 ～ 6.30）

月日 活　動　内　容　等

4/17
蚕糸褒賞等選考委員会　研究助成選考部会

（東京都有楽町　蚕糸会館）

4/19 蚕糸・絹業提携グループ全国連絡協議会　幹事・監事会（WEB 会議）

5/8
第 1 回シルクの普及検討会及びシルクの機能調査検討会

（全国シルクビジネス協議会の農林水産省補助事業関係）
（東京都有楽町　蚕糸会館）

5/12
第 1 回蚕糸絹提携自立化支援事業審査会

（東京都有楽町　蚕糸会館）

5/17
第 1 回オーガニックシルク検討会

（全国シルクビジネス協議会の農林水産省補助事業関係）
（東京都有楽町　蚕糸会館）

5/23
純国産絹マーク審査会　（2023 年度 第１次）

（東京都有楽町　蚕糸会館）

5/25
蚕糸褒賞等選考委員会（受賞者の選考）

（東京都有楽町　蚕糸会館）

6/6
大日本蚕糸会通常理事会

（東京都有楽町　蚕糸会館）

6/21
大日本蚕糸会定時評議員会

（東京都有楽町　蚕糸会館）
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蚕糸絹関係博物館一覧
名　　　　　　　称 〒 住　　　　　所 電　話

野外博物館北海道開拓の村 004-0006 北海道札幌市厚別区厚別町小野幌 50-1 011-898-2692

ひころの里「シルク館」 986-0782 宮城県本吉郡南三陸町入谷字桜沢 442 0226-46-4310 

原始布・古代織参考館 992-0039 山形県米沢市門東町 1 丁目 1‐16 0238-22-8141 

米沢織物歴史資料館 992-0039 山形県米沢市門東町 1 丁目 1‐87 0238-23-3525 

夕鶴の里資料館　語り部の館 992-0474 山形県南陽市漆山 2025‐2 0238-47-5800 

松ヶ岡開墾記念館 997-0152 山形県鶴岡市羽黒町松ヶ岡 29 0235-62-3985 

公益財団法人致道（ちどう）博物館 997-0036 山形県鶴岡市家中新町 10‐18 0235-22-1199

酒田市美術館 998-0055 山形県酒田市飯森山三丁目 17‐95 0234-31-0095

かわまたおりもの展示館 960-1406 福島県伊達郡川俣町大字鶴沢字東 13‐1 024-565-4889 

結城市伝統工芸館 307-0001 茨城県結城市大字結城 3018‐1 0296-32-7949 

紬の里 307-0001 茨城県結城市結城 2515 0296-32-8002

本場結城紬郷土館 307-0000 茨城県結城市浦町 116 0296-32-2121

本場結城紬染織資料館「手緒里」 307-0001 茨城県結城市結城 12-2 0296-33-3111

佐野市郷土博物館 327-0003 栃木県佐野市大橋町 2047 0283-22-5111

おやま本場結城紬クラフト館 323-0023 栃木県小山市中央町 3-7-1 ロブレビル 1F 0285-32-6477

足利織物伝承館 326-0814 栃木県足利市通 3-2589 0284-22-3004

足利まちなか遊学館 326-0814 栃木県足利市通 1-2673-1 0284-41-8201

足利織姫神社 326-0817 栃木県足利市西宮町 3889 0284-22-0313

那須野が原博物館 329-2752 栃木県那須塩原市三島 5‐1 0287-36-0949 

高崎市歴史民俗資料館 370-0027 群馬県高崎市上滝町 1058 027-352-1261

群馬県立歴史博物館 370-1293 群馬県高崎市綿貫　992‐1（群馬の森公園内） 027-346-5522

おかいこステーション 370-3401 群馬県高崎市倉渕町権田 5344‐1235 027-340-6060 

群馬県立日本絹の里 370-3511 群馬県高崎市金古町 888 番地の 1 027-360-6300 

富岡製糸場 370-2316 群馬県富岡市富岡 1‐1 0274-64-0005

前橋市蚕糸記念館 371-0036 群馬県前橋市敷島町 262 番地（敷島公園バラ園内） 027-231-9875 

織物参考館 “紫（ゆかり）” 376-0034 群馬県桐生市東 4 丁目 2 番 24 号 0277-45-3111 

桐生織物記念館（桐生織物協同組合） 376-0044 群馬県桐生市永楽町 6‐6 0277-43-2510

コノドント館みどり市大間々博物館 376-0101 群馬県みどり市大間々町大間々 1030 0277-73-4123 

たくみの里 379-1418 群馬県利根郡みなかみ町須川 784 0278-64-2211

群馬県立世界遺産センター（セカイト） 370-2316 群馬県富岡市富岡 1450-1 0274-67-7821

片倉シルク記念館 360-0815 埼玉県熊谷市本石 2 丁目 135 番地 048-522-4316 

ちちぶ銘仙館 368-0032 埼玉県秩父市熊木町 28-1 0494-21-2112

秩父ふるさと館 368-0044 埼玉県秩父市本町 3-1 0494-23-7300

きもの芸術館（一般財団法人国際文化きもの学会） 150-0002 東京都渋谷区渋谷 1-6-8 清水学園ビル 6F ～ 8F 03-3400-0286 

文化学園服飾博物館 151-8529 東京都渋谷区代々木 3‐22‐7 03-3299-2387 

調布市郷土博物館 182-0026 東京都調布市小島町 3‐26‐2 0424-81-7656 

東京農工大学科学博物館 184-8588 東京都小金井市中町 2‐24‐16 042-388-7163 

絹の道資料館 192-0375 東京都八王子市鑓水 989‐2 0426-76-4064 

桑都日本遺産センター　八王子博物館 192-0904 東京都八王子市子安町 4-7-1　サザンスカイタワー 3 階 042-622-8939 
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名　　　　　　　称 〒 住　　　　　所 電　話
町田市立博物館 194-0032 東京都町田市本町田 3562 042-726-7531 

羽村市郷土博物館 205-0012 東京都羽村市羽 741 042-558-2561 

シルク博物館 231-0023 横浜市中区山下町１番地シルクセンター内 045-641-0841 

神奈川県立歴史博物館 231-0006 横浜市中区南仲通 5-60 045-201-0926

相模田名民家資料館 229-1124 相模原市緑区田名 4853 番 2（大杉公園隣り） 042-761-7118 

相模原市立博物館 252-0221 神奈川県相模原市中央区高根 3-1-15 042-750-8030

海老名市立郷土資料館「海老名市温故館」 243-0405 神奈川県海老名市国分南 1-6-36 046-233-4028

一般財団法人繊維産業会レインボープラザ ( 愛川繊維会館 ) 243-0307 神奈川県愛甲郡愛川町半原 4410 046-281-0356

愛川町郷土資料館 243-0307 神奈川県愛甲郡愛川町半原 5287　（県立あいかわ公園内） 046-280-1050

小千谷織物工房
小千谷織物同業協同組合

947-0028
新潟県小千谷市城内 1-8-25
小千谷市総合産業会館サンプラザ内

0258-83-2329

手織りの館 947-0028 新潟県小千谷市城内 1‐8‐25 0258-83-4800 

十日町市博物館 948-0072 新潟県十日町市西本町 1 0257-57-5531 

塩沢つむぎ記念館（織の文化館） 949-6408 新潟県南魚沼市塩沢 1227‐14 0257-82-4888 

白山工房（織りの資料館） 920-2501 石川県白山市白峰村ヌ 17 076-259-2859 

はたや記念館ゆめおーれ勝山 911-0802 福井県勝山市昭和町 1‐7‐40 0779-87-1200

豊富郷土資料館 400-1513 山梨県中央市大鳥居 1619‐1 055-269-3399

須坂市立博物館 382-0028 長野県須坂市臥竜 2 丁目 4 番 1 号臥竜公園内 026-245-0407 

常田館（絹の資料館） 386-0018 長野県上田市常田 1‐10‐3 笠原工業（株）内 0268-22-1230 

繊維学部資料館 386-8567 長野県上田市常田 3-15-1 信州大学繊維学部内 0268-21-5454

上田市立博物館 386-0026 長野県上田市二の丸 3 番 3 号（上田城跡公園内） 0268-22-1274 

上田市丸子郷土博物館 386-0413 長野県上田市東内 2564‐1 0268-42-2158 

絹糸紡績資料館 386-0498 長野県上田市上丸子 1078 シナノケンシ（株）内 0268-41-1800 

長野県立歴史館 387-0007 長野県千曲市大字屋代字清水、科野の里歴史公園内 026-274-2000 

海野宿歴史民俗資料館 389-0518 長野県東御市本海野 1098 0268-64-1000 

日本司法博物館（松本歴史の里） 390-0852 長野県松本市島立小柴 2196‐1 0263-47-4515 

岡谷蚕糸博物館（シルクファクトおかや） 394-0021 長野県岡谷市郷田 1 丁目 4 番 8 号 0266-23-3489 

駒ヶ根シルクミュージアム 399-4321 長野県駒ヶ根市東伊那 482 番地 0265-82-8381 

安曇野市天蚕センター 399-8301 長野県安曇野市穂高有明 3618‐24 0263-83-3835 

美濃加茂市民ミュージアム 505-0004 岐阜県美濃加茂市蜂屋町上蜂屋 3299‐1 0574-28-1110 

豊田市稲武郷土資料館ちゅーま 441-2524 愛知県豊田市黒田町南水別 713 0565-82-3439 

豊橋市民俗資料収蔵室 440-0021 愛知県豊橋市多米町滝の谷 34-1-1 0532-63-2026

三重中央農協郷土資料館 515-2504 三重県津市一志町高野 1204‐1 059-293-0010 

手おりの里、金剛苑 529-1204 滋賀県愛知郡愛荘町蚊野外 514 0749-37-4131 

織物文化館 601-1123 京都市左京区静市市原町 265 川島織物セルコン内 075-741-4120 

西陣織会館 602-8216 京都市上京区堀川通り今出川南入 075-451-9231 

（公財）手織技術振興財団・織成舘 602-8482 京都市上京区浄福寺通上立売上る大黒町 693 番地 075-431-0020 

千總ギャラリー 604-8166 京都市中京区御倉町 80 番地千總本社ビル 2 階 075-211-2531

絹の白生地資料館 604-8176 京都市中京区龍池町 448‐2 伊と幸ビル 075-254-5884 
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名　　　　　　　称 〒 住　　　　　所 電　話
まゆ村 616-8384 京都市右京区嵯峨天龍寺造路町 075-882-0564

グンゼ博物苑 623-0011 京都府綾部市青野町　グンゼ（株）周辺敷地内 0773-43-1050 

織元田勇 629-3104 京都府京丹後市網野町浅茂川 112 田勇機業（株）内 0772-72-0307 

上垣守国（うえがきもりくに）養蚕記念館 667-0321 兵庫県養父市大屋町蔵垣 246‐2 079-669-1580 

デザイン・クリエイティブセンター神戸（KIITO） 651-0082 神戸市中央区小野浜町 1-4 078-325-2201

西予市野村シルク博物館 797-1212 愛媛県西予市野村町野村 8 号 177 番地１ 0894-72-3710 

蚕糸資料館 781-1301 高知県高岡郡越知町越知甲 1577 番地 0889-26-1002 

藤村製絲記念館 781-6402 高知県安芸郡奈半利町乙 2630 0887-38-4711

美馬蚕糸会館 771-2107 徳島県美馬市美馬町谷口 5-1 0883-63-2502

アヤミハビル館 907-1801 沖縄県八重山郡与那国町与那国 2114 0980-87-2440
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蚕糸絹関係機関ホームページ一覧
【行　政】

農林水産省 http://www.maff.go.jp
経済産業省 http://www.meti.go.jp

【蚕糸絹業関係団体】
（一財）大日本蚕糸会 http://www.silk.or.jp
（一財）大日本蚕糸会 ジャパンシルクセンター http://www.silk-center.or.jp
（一社）日本絹人繊織物工業会 http://www.kinujinsen.com
（一財）日本真綿協会 http://www.mawata.or.jp

丹後織物工業組合 http://www.tanko.or.jp
西陣織工業組合 http://www.nishijin.or.jp
ＴＡＦＳ（東京織物卸商業組合） http://www.tafs.or.jp
ＫＯＭＳ（京都織物卸商業組合） http://www.fashion-kyoto.or.jp

（公財）京都和装産業振興財団 http://www.wasou.or.jp/wasou/index.html
（一財）伝統的工芸品産業振興協会 http://www.kougeihin.jp

蚕糸・絹業提携グループ全国連絡協議会 http://takaraginu.com

【大学・試験研究機関】
（国研）農業・食品産業技術総合研究機構 http://www.naro.affrc.go.jp
（国）北海道大学応用分子生物学分野応用分子昆虫学研究室 http://www.agr.hokudai.ac.jp/rfoa/abs/abs2-1.html
（国）岩手大学農学部生命資源科学コース応用昆虫研究室 http://news7a1.atm.iwate-u.ac.jp/department2/agri/life.html
（国）宇都宮大学農学部分子昆虫学研究室 http://shigen.mine.utsunomiya-u.ac.jp/insectbiotechnology/
（国）東京大学大学院農学生命科学研究科生産・環境生物学専攻昆虫遺伝研究室

http://papilio.ab.a.u-tokyo.ac.jp/igb/index-J.html
（国）東京農工大学農学部生物生産学科蚕学研究室 http://www.tuat.ac.jp/~kaiko
（国）東京農工大学工学部生命工学科 http://www.tuat.ac.jp/~seimei
（国）名古屋大学農学部 http://www.agr.nagoya-u.ac.jp
（国）信州大学繊維学部 http://www.tex.shinshu-u.ac.jp
（国）京都工芸繊維大学工芸科学部応用生物学課程 http://www.bio.kit.ac.jp
（国）鳥取大学農学部生物資源環境学科昆虫機能学教育研究分野 http://muses.muses.tottori-u.ac.jp
（国）山口大学農学部生物資源環境科学科　 http://www.agr.yamaguchi-u.ac.jp/bioenvi/research2.html
（国）九州大学大学院生物資源環境科学府蚕学研究室 http://www.agr.kyushu-u.ac.jp/lab/sangaku
（国）九州大学大学院農学研究院遺伝子資源開発研究センター家蚕遺伝子開発分野

http://www.agr.kyushu-u.ac.jp/lab/sanshi/insect/top.html
群馬県蚕糸技術センター　　　　　　　　　　　　　http://www.pref.gunma.jp/07/p14710007.html   
群馬県繊維工業試験場　　　　　　　　　　　　　　http://www.pref.gunma.jp/07/p20210013.html　
京都府織物 ・機械金属振興センター http://www.pref.kyoto.jp/oriki

（地独）京都市産業技術研究所 http://www.tc-kyoto.or.jp
（公財）衣笠繊維研究所 http://krf-textile.com
（一財）大日本蚕糸会　蚕糸科学技術研究所 http://www.silk.or.jp

【学　会】
日本シルク学会 http://jssst.sakura.ne.jp

（一社）日本蚕糸学会 http://jsss.or.jp
日本野蚕学会 http://jswsmo.appspot.com

【博物館】
（一財）ｼﾙｸｾﾝﾀｰ国際貿易観光会館　ｼﾙｸ博物館 https://www.silkcenter-kbkk.jp/museum/

群馬県立日本絹の里 https://www.nippon-kinunosato.or.jp
愛媛県西予市野村シルク博物館 http://www.city.seiyo.ehime.jp/soshiki/silkmuseum
東京農工大学科学博物館 http://www.tuat.ac.jp/~museum
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【博物館】
駒ヶ根シルクミュージアム http://komagane-silk.com/
織成館（京都市上京区） http://orinasukan.skr.jp
高崎市染料植物園 http://www.city.takasaki.gunma.jp/docs/201401140097
群馬県立歴史博物館 http://grekisi.pref.gunma.jp
岡谷蚕糸博物館（シルクファクトおかや） http://silkfact.jp
はたや記念館ゆめおーれ勝山 http://www.city.katsuyama.fukui.jp/hataya
美馬蚕糸館 https://mimasanshikan.wixsite.com/mimasanshikan
北海道開拓の村 https://www.kaitaku.or.jp

【富岡製糸場と絹産業遺産群】
富岡製糸場 http://www.tomioka-silk.jp/hp/index.html
群馬県立世界遺産センター https://worldheritage.pref.gunma.jp/whc/
ぐんま絹遺産 http://worldheritage.pref.gunma.jp/kinuisan
上毛新聞社関連記事 http://jomo-news.co.jp/ns/series/silk_index.html
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＜国内＞ １月号 ４月号 ７月号 １０月号

（１）蚕糸絹業の概要 ○ ○ ○ ○

（２）養蚕農家数 ○ ○ ○ ○

（３）繭生産数量の推移 ○ ○ ○ ○

（４）蚕期別、都府県別養蚕農家戸数 ○

（５）蚕期別、都府県別繭生産数量 ○

（６）蚕品種別蚕種製造数量の推移 ○

（７）生糸需給及び絹糸・絹織物の輸出入状況 ○ ○ ○ ○

（８）生糸の繊度別生産数量の推移 ○ ○

（９）絹需給の推移（生産量換算試算） ○ ○ ○ ○

（10）品目別・二次製品輸入数量（生糸量換算試算） ○

（11）製糸工場の原料繭需給 ○ ○ ○ ○

（12）製糸工場の操業状況 ○ ○ ○ ○

（13）生糸在庫数量の内訳 ○ ○ ○ ○

（14）蚕糸関係品目別輸入状況 ○

（15）生糸の原産国別輸入数量 ○ ○

（16）絹糸の原産国別輸入数量 ○ ○

（17）生糸・絹糸の主要輸入国からの輸入数量と単価 ○ ○

（18）絹織物生産数量 ○ ○ ○ ○

（19）丹後・長浜・西陣の絹織物生産数量 ○ ○ ○ ○

＜海外＞

（１）世界主要国の家蚕繭生産数量 ○ ○ ○ ○

（２）世界主要国の家蚕生糸生産数量 ○

（３）中国繭絲綢交易市場における各種シルク現物価格 ○ ○ ○ ○

統計資料の年間掲載計画
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項目 養蚕業 製糸業 絹業

暦年

養蚕農家
戸数

収繭量
１戸当
収繭量

生糸
生産量

運転
工場数

稼働率
絹人繊織機
設備台数

（保有台数）

絹織物
生産量

戸 トン ㎏ 千俵 工場 ％ 千台 千㎡

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

前年比(%)
― ― 

資料 ・2008年以前の養蚕業及び製糸業は、農林水産省調査によるものである。

　　 ・2009年以降の養蚕業は、全国農業協同組合連合会及び(一財)大日本蚕糸会調査、2011年以降は（一財）大日本蚕糸会調査である。

     ・2009年以降の製糸業は、中央蚕糸協会及び(社)日本生糸問屋協会調査、2018年11月以降は（一財）大日本蚕糸会調査である。

　　 ・2008年以前の絹業は経済産業省調査であり、2009年以降絹業は(一社)日本絹人繊織物工業会調査である。 

（注）2006年以降の絹織物生産量は、絹紡織物を含む。

（注）製糸業の運転工場数及び稼働率は器械製糸工場の操業状況であるが、2002年以降はすべての製糸工場のものである。

Source: ・Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries (MAFF)  (Sericultural and Silk-Reeling,before 2008) 

        ・National Federation of Agricultural Co-operative Associations and the Dainippon Silk Foundation

        ・Central Raw Silk Association and Japan Raw Silk Dealer's Association(Silk-Reeling , after 2009)

        ・The Ministry of Economy Trade and Industry (Silk Fabric ,before 2008). Japan Silk ＆ Rayon　Weaver's 

    　　　Association (after 2009)  

((11))蚕蚕糸糸絹絹業業のの概概要要

－資料 ･国内－
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((22))養養蚕蚕農農家家数数のの推推移移

　　　　FFaarrmm  hhoouusseehhoollddss  rraaiissiinngg  ssiillkk--wwoorrmm

項  目 年　間

暦　年

資料：農林水産省統計情報部（～2001年） 全国農業協同組合連合会（2002年～2004年）

      農林水産省生産局（2005年～2008年） (一財)大日本蚕糸会(2009年～)

Source：The Statistics and Information Department,Ministry of Agriculture,Forestry and Fisheries(～2001).

        National Federation of Agricultural Co-operative Associations（2002～2004).

        The Agricultural Production Bureau,Ministry of Agriculture,Forestry and Fisheries（2005～2008).

        The Dainippon Silk Foundation (2009～).

前年比(%)

春　蚕

(単位：戸)
(Unit：number)

初秋蚕 晩秋蚕
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((33))繭繭生生産産数数量量のの推推移移
  　　CCooccoooonn  PPrroodduuccttiioonn

項  目

暦　年

ｔ ｔ ｔ ｔ ㎏ ㎏ ㎏ ㎏

資料：農林水産省統計情報部（～2001年） 全国農業協同組合連合会（2002年～2004年)

      農林水産省生産局（2005年～2008年） （一財)大日本蚕糸会(2009年～)

Source：The Statistics and Information Department,Ministry of Agriculture,Forestry and Fisheries(～2001).

        National Federation of Agricultural Co-operative Associations（2002～2004).

        The Agricultural Production Bureau,Ministry of Agriculture,Forestry and Fisheries（2005～2008).

        The Dainippon Silk Foundation (2009～).

初秋蚕

年　計

晩秋蚕春　蚕年　間

1戸当り収繭量

晩秋蚕春　蚕 初秋蚕年　間

構成比(%)

2022年

前年比(%)
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((77))生生糸糸需需給給及及びび絹絹糸糸・・絹絹織織物物のの輸輸出出入入状状況況

国内引渡 期末在庫
数    量 数    量 輸入数量 輸出数量 輸入数量 輸出数量

 年  月

暦 　 年 俵 俵 俵 俵 俵 俵 俵

Bales of 60㎏ Bales of 60㎏ Bales of 60㎏ Bales of 60㎏ Bales of 60㎏ Bales of 60㎏ Bales of 60㎏

― 

― 

資料：(A)(C)(D)(E)農林水産省生産局（～2010.3） 中央蚕糸協会及び日本生糸問屋協会（2010.4～2012.11）

備考：1.国内引渡数量(D)=｛前月在庫数量+(A)+(B)｝-｛(C)+(E)｝。

      2.kgを60kg俵に換算しているので、各月の計と合計とが一致しない場合がある。

Remarks：1.Domestic deliveries(D)={Stock at end of the previous month+(A)+(B)}-{(C)+(E)}.

    　   2.Monthly volume may not add up the total volume due to round off.

      中央蚕糸協会（2012.12～2018.10） （一財）大日本蚕糸会（2018.11～） (B)(F)(G)(H)(I)財務省関税局       

Source：(A)(C)(D)(E)The Agricultural Production Bureau,Ministry of Agriculture,Forestry and Fisheries

        （～2010.3）、Central Raw Silk Association and Japan Raw Silk Dealer's Association (2010.4～2012.11)、

        Central Raw Silk Association (2012.12～2018.10).The Dainippon Silk Foundation (2018.11～)

      3.(D)と(E)は2012年11月までと同年12月以降調査方法が変更したため連続性はない。

輸入数量 輸出数量
項  目

絹     織    物絹         糸生      糸      Raw Silk

生産数量
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((99))絹絹需需給給のの推推移移（（生生糸糸量量換換算算試試算算））

項目
期末

内　需 在庫

暦年 計
生　糸 絹　糸

 織  物
二　次

計 ③
生　糸 絹　糸 織　物 二　次

②-③ ④

前年比(%)

資料：蚕糸業需給・価格動向隔月報・繊維統計月報・日本貿易月報

備考：2013年から期末在庫を45千俵とする。

Source："Silk balance and price situation monthly","Trade Statistics"

― ― 

期初
在庫

供給計　Supply Total　①

輸 出　Export

需要計　Demand Total　②=①-④

輸　入　Import
生　産

(単位：千俵)
(Unit：1,000Bales of 60kg)

― 
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((1111))製製糸糸工工場場のの原原料料繭繭需需給給

(単位：生繭.ｔ)

(Unit：Ton by fresh weight)

項  目

 年  月

暦　　年

資料：農林水産省生産局(～2010.3) 中央蚕糸協会及び(社)日本生糸問屋協会(2010.4～2012.11)

      中央蚕糸協会(2012.12～2018.10) （一財）大日本蚕糸会（2018.11～）

備考：1.本表は上繭及び玉屑繭の合計である。

      2.受入数量=本月末在庫数量+消費数量-前月末在庫数量。

Source ：The Agricultural Production Bureau,Ministry of Agriculture,Forestry and Fisheries(～2010.3).

         Central Raw Silk Association and Japan Raw Silk Dealer's Association(2010.4～2012.11).

         Central Raw Silk Association (2012.12～2018.10).The Dainippon Silk Foundation (2018.11～)

Remarks：1.This table includes reelable,doupion and waste cocoons.

受入数量 消費数量 期末在庫数量

総          計
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((1122))製製糸糸工工場場のの操操業業状状況況
  　　  AAccttiivviittiieess  ooff    RReeeelliinngg  MMiillllss

項  目 運転工場数 運 転 率 操業日数 従業者数

 年  月

暦　　年

         中央蚕糸協会(2012.12～2018.10) （一財）大日本蚕糸会（2018.11～）

備考：1.設備数中の運転可能及び運転台数は毎月の算術平均である。

      2.運転率は運転可能台数に対する運転台数の比率である。

      3.従業者数は期末現在の在籍従業員数である。

Source ：The Agricultural Production Bureau,Ministry of Agriculture,Forestry and Fisheries(～2010.3).

         Central Raw Silk Association and Japan Raw Silk Dealer's Association(2010.4～).

Remarks：1.The number of operable and operating reeling machines is arithmetic means of monthly figures.

         Central Raw Silk Association(2012.12～2018.10).The Dainippon Silk Foundation (2018.11～)

設   備   数(台)

運転可能 運    転

資料：農林水産省生産局(～2010.3) 中央蚕糸協会及び(社)日本生糸問屋協会(2010.4～2012.11)
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((1133))生生糸糸在在庫庫数数量量のの内内訳訳
    　　　　BBrreeaakkddoowwnn  ooff  RRaaww  SSiillkk  SSttoocckkss

項  目 生糸市場外 生糸輸出
売買業者 入業者

年  月

暦　年

資料 ： 農林水産省生産局(～2010.3) 中央蚕糸協会及び(社)日本生糸問屋協会(2010.4～2012.11)

      　中央蚕糸協会(2012.12～2018.10) （一財）大日本蚕糸会（2018.11～）

Source ： The Agricultural Production Bureau,Ministry of Agriculture,Forestry and Fisheries(～2010.3).

          Central Raw Silk Association and Japan Raw Silk Dealer's Association(2010.4～2012.11).

          Central Raw Silk Association (2012.12～2018.10).The Dainippon Silk Foundation (2018.11～)

製糸工場

 (単位：60㎏俵)
        (Unit：Bales of 60㎏)

計
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((1188))絹絹織織物物生生産産数数量量

総   数 その他の

先　練 先　練 後練(後染)

年 月 計 羽二重類 クレープ類 (先染) 計 ちりめん類 (先染)

暦　　年

資料 ： （一社）日本絹人繊織物工業会(～2020.6)　経済産業省生産動態統計（2020.8～）

備考 ： 1.絹紡と交織を含む。単位以下四捨五入。

　　　　2.絹織物生産数量の数量は2018年～2022年分までデータ補正がある。

Source ： Japan Silk ＆ Rayon Weaver’s Association(～2020.6).

          Ministry of Economy,Trade,and Industry,Current Production Statistics(2020.8～）

Remarks ： 1.Spun and mixed fabrics included .Fractions of 0.5 and over counted as a whole number and the rest disregarded.

品   種 絹・絹紡織物  Silk and Spun Silk Fabrics 

広 巾 織 物  Double Width 小 巾 織 物  Single Width

(単位：1,000㎡)
(Unit：1,000sq.meters)
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((1199))丹丹後後・・長長浜浜・・西西陣陣のの絹絹織織物物生生産産数数量量
　　　　PPrroodduuccttiioonn  ooff  SSiillkk  FFaabbrriiccss  iinn  TTaannggoo  ，，NNaaggaahhaammaa  aanndd  NNiisshhiijjiinn

項  目

数　量 前年(月)比 生産数量 前年(月)比 生産数量 前年(月)比 推定出荷数量 前年(月)比

年　月
（千㎡） （反） （反）

（1,000㎡） （Roll） （Roll） (本)

暦　　年

資料 ： 絹織物生産数量は(一社)日本絹人繊織物工業会(～2020.6)　経済産業省生産動態統計（2020.8～）  

　　　　主要3産地の生産量、出荷数量は各産地組合の発表による。

備考 ： 1.西陣は京都府織布生産動態調査数値の修正により前年比が合わない場合がある。

        2.2018年～2022年分までデータ補正がある。

Source ： Japan Silk ＆Rayon Weaver’s Association(～2020.6).　

          Ministry of Economy,Trade,and Industry,Current Production Statistics(2020.8～)

Remarks ： 1.Ratio to previous year in Nishijin may become incorrect if there is a correction in the statistical survey 

（白生地） （帯）

（White Fabrics） （White Fabrics） （Sash）

絹織物生産数量 丹　後　Tango 長　浜　Nagahama 西　陣　Nishijin

（白生地）
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－資料 ･海外－

2017年 2018年 2019年

トン トン トン
日本 Japan 125 110 92

中国 China

インド India 161,684 185,560 185,143

ウズベキスタン Uzbekistan

イラン Iran

タイ Thailand

ブラジル Brazil 2,995 3,024 3,034

ベトナム Vietnam

北朝鮮 North Korea

トルコ Turkey

ブルガリア Bulgaria

インドネシア Indonesia

シリア Syria

主要国の計 Total 164,804 188,694 188,269

2020年 2021年 2022年

トン トン トン

日本 Japan 80 62 51

中国 China

インド India 169,345 187,241

ウズベキスタン Uzbekistan

イラン Iran

タイ Thailand

ブラジル Brazil

ベトナム Vietnam

北朝鮮 North Korea

トルコ Turkey

ブルガリア Bulgaria

インドネシア Indonesia

シリア Syria

主要国の計 Total 169,425 187,303 51

注　  日本は（一財）大日本蚕糸会、中国は中国絲綢(シルク)協会、インドはインド繊維省中央蚕糸局(CSB)、

       ブラジルはブラジル製糸協会 (ABRASSEDA)の統計値をそれぞれ使用、それ以外の国は国際養蚕

       委員会 (ISC)及びFAOの統計値を使用し、2016年以降はデータが取れない。

Note  Figures of China are based on the data of the China Silk Association.

        Figures of India are based on the data of the Central Silk Board (CSB),Ministry ofTextiles in India. 

        Figures of Brazil are based on the data of the Brazil Filature Association(ABRASSEDA).

        Others than these countries,based on the data of International Sericulture , however, there is no data

         available since 2016 Commission (ISC).

((11))世世界界主主要要国国のの家家蚕蚕繭繭生生産産数数量量
            DDoommeessttiiccaatteedd  SSiillkkwwoorrmm  CCooccoooonn  PPrroodduuccttiioonn  iinn  MMaajjoorr  CCoouunnttrriieess

区    分

区   分
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区分 商品名称 規格
(item) (goods name) (size)

1 乾繭(dried cocoon) 3A-4A 138.75 ～ 150.50 2,636 ～ 2,860

2 乾繭(dried cocoon) 5A-6A 152.00 ～ 172.50 2,888 ～ 3,278

3 玉繭(double cocoon) 112.00 ～ 130.00 2,128 ～ 2,470

4 キビソ(frison) (自動機)automatic reel 137.75 ～ 169.75 2,617 ～ 3,225

5 生糸(raw silk) 21d、工場検査 435.75 ～ 455.75 8,279 ～ 8,659

6 生糸(raw silk) 21d、検験局検査 442.00 ～ 462.25 8,398 ～ 8,783

7 生糸(raw silk) 42d、工場検査 438.75 ～ 456.50 8,336 ～ 8,674

8 玉糸（doupion silk) 110d 440.75 ～ 453.75 8,374 ～ 8,621

区分 商品名称 規格

(item) (goods name) (size)

9 羽二重(habutae) 56吋(inch)8匁(mom) 41.38 ～ 45.38 786 ～ 862

10 サテン(satin) 45吋(inch)16匁(mom) 60.38 ～ 65.88 1,147 ～ 1,252

11 クレープデシン(crepe de chine) 45吋(inch)13.5匁(mom) 49.75 ～ 54.25 945 ～ 1,031

12 クレープデシン(crepe de chine) 45吋(inch)12匁(mom) 42.75 ～ 47.13 812 ～ 895

注:１元=19円

１CNY＝19JPY

区分 商品名称 規格

(item) (goods name) (size)

1 乾繭(dried cocoon) 3A-4A 140.40 ～ 143.00 2,668 ～ 2,717

2 乾繭(dried cocoon) 5A-6A 154.60 ～ 171.00 2,937 ～ 3,249

3 玉繭(double cocoon) 113.70 ～ 131.70 2,160 ～ 2,502

4 キビソ(frison) (自動機)automatic reel 143.60 ～ 177.40 2,728 ～ 3,371

5 生糸(raw silk) 21d、工場検査 435.00 ～ 455.60 8,265 ～ 8,656

6 生糸(raw silk) 21d、検験局検査 440.80 ～ 463.40 8,375 ～ 8,805

7 生糸(raw silk) 42d、工場検査 439.60 ～ 457.60 8,352 ～ 8,694

8 玉糸（doupion silk) 110d 442.00 ～ 455.00 8,398 ～ 8,645

区分 商品名称 規格

(item) (goods name) (size)

9 羽二重(habutae) 56吋(inch)8匁(mom) 41.50 ～ 45.50 789 ～ 865

10 サテン(satin) 45吋(inch)16匁(mom) 60.50 ～ 66.00 1,150 ～ 1,254

11 クレープデシン(crepe de chine) 45吋(inch)13.5匁(mom) 50.00 ～ 54.50 950 ～ 1,036

12 クレープデシン(crepe de chine) 45吋(inch)12匁(mom) 43.00 ～ 47.50 817 ～ 903

注:１元=19円

１CNY＝19JPY

資   料:中国繭絲綢交易市場(浙江省、嘉興)発表

Source:China Silk Exchange(Zhejiang Sheng Jia Xing)

（（33））中中国国繭繭絲絲綢綢交交易易市市場場ににおおけけるる各各種種シシルルクク現現物物価価格格
          SSppoott  PPrriiccee  ooff  VVaarriioouuss  SSiillkk  GGooooddss

22002233年年22月月　　平平均均  ((mmoonntthh  aavveerraaggee))
価格幅(元/ｋｇ) 価格幅(円/ｋｇ)

価格幅(元/メートル) 価格幅(円/メートル)

(price range) (price range)

(price range)

価格幅(元/メートル) 価格幅(円/メートル)

22002233年年33月月　　平平均均  ((mmoonntthh  aavveerraaggee))

価格幅(元/ｋｇ) 価格幅(円/ｋｇ)

(price range)

(price range) (price range)

(price range) (price range)
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区分 商品名称 規格
(item) (goods name) (size)

1 乾繭(dried cocoon) 3A-4A 139.00 ～ 143.00 2,641 ～ 2,717

2 乾繭(dried cocoon) 5A-6A 153.00 ～ 169.50 2,907 ～ 3,221

3 玉繭(double cocoon) 114.00 ～ 132.00 2,166 ～ 2,508

4 キビソ(frison) (自動機)automatic reel 148.00 ～ 179.00 2,812 ～ 3,401

5 生糸(raw silk) 21d、工場検査 433.00 ～ 453.50 8,227 ～ 8,617

6 生糸(raw silk) 21d、検験局検査 438.00 ～ 461.00 8,322 ～ 8,759

7 生糸(raw silk) 42d、工場検査 434.50 ～ 453.50 8,256 ～ 8,617

8 玉糸（doupion silk) 110d 441.00 ～ 454.00 8,379 ～ 8,626

区分 商品名称 規格

(item) (goods name) (size)

9 羽二重(habutae) 56吋(inch)8匁(mom) 41.00 ～ 45.50 779 ～ 865

10 サテン(satin) 45吋(inch)16匁(mom) 60.50 ～ 66.00 1,150 ～ 1,254

11 クレープデシン(crepe de chine) 45吋(inch)13.5匁(mom) 50.00 ～ 54.50 950 ～ 1036

12 クレープデシン(crepe de chine) 45吋(inch)12匁(mom) 43.00 ～ 47.50 817 ～ 903

注:１元=19円

１CNY＝19JPY

区分 商品名称 規格

(item) (goods name) (size)

1 乾繭(dried cocoon) 3A-4A 138.60 ～ 145.00 2,772 ～ 2,900

2 乾繭(dried cocoon) 5A-6A 153.00 ～ 168.40 3,060 ～ 3,368

3 玉繭(double cocoon) 114.00 ～ 132.00 2,280 ～ 2,640

4 キビソ(frison) (自動機)automatic reel 144.00 ～ 179.00 2,880 ～ 3,580

5 生糸(raw silk) 21d、工場検査 425.60 ～ 452.20 8,512 ～ 9,044

6 生糸(raw silk) 21d、検験局検査 435.60 ～ 460.00 8,712 ～ 9,200

7 生糸(raw silk) 42d、工場検査 436.80 ～ 452.00 8,736 ～ 9,040

8 玉糸（doupion silk) 110d 440.00 ～ 453.00 8,800 ～ 9,060

区分 商品名称 規格

(item) (goods name) (size)

9 羽二重(habutae) 56吋(inch)8匁(mom) 40.50 ～ 45.50 810 ～ 910

10 サテン(satin) 45吋(inch)16匁(mom) 60.50 ～ 66.00 1,210 ～ 1,320

11 クレープデシン(crepe de chine) 45吋(inch)13.5匁(mom) 50.10 ～ 54.50 1002 ～ 1,090

12 クレープデシン(crepe de chine) 45吋(inch)12匁(mom) 43.00 ～ 47.50 860 ～ 950

注:１元=20円

１CNY＝20JPY

価格幅(円/メートル)

22002233年年44月月　　平平均均  ((mmoonntthh  aavveerraaggee))
価格幅(元/ｋｇ)

価格幅(元/ｋｇ)

(price range)

価格幅(円/ｋｇ)
(price range) (price range)

価格幅(元/メートル)

(price range) (price range)

価格幅(円/ｋｇ)

(price range)

22002233年年55月月　　平平均均  ((mmoonntthh  aavveerraaggee))

(price range) (price range)

価格幅(元/メートル) 価格幅(円/メートル)
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